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はじめに 

多くの自治体において人口減少が進行している中、流山市は、平成 15 年から市が
推進した「子育て世代の共働き夫婦」をターゲットとしたマーケティング戦略と、平

成 17年 8月の「首都圏新都市鉄道つくばエクスプレス」の開業効果等が相俟って、
常住人口が平成 19年 4月時点の約 155千人から平成 29年 4月には約 182千人と、
この10年間で実に約27千人増加し、さらに今なお増加が続いている状況にあります。
しかも転入者の多くが 30歳～40歳台の若年層世代が中心となっていることから、今
後さらなる活性化が期待される自治体の一つといえます。 

しかし、その一方で、常住人口の増加は本市の財政運営にも大きく影響することと

なり、特に各種の福祉関係費用は住民増に比例して増加することは必至となってまい

ります。例えていえば、転入された若年層の方々の多くが子育て世代であることは、

必然的に保育施策をはじめとした子育て支援施策の一層の拡充・強化が求められるこ

ととなりますが、これはその最たるものといえましょう。また、一方で高齢化の波は

止まることなく、その関連経費等が増加の一途を辿ることも避けられません。 

 その中において本市が従来から実施している各種福祉関係施策（保育・子育て支援、

高齢者・障害者支援等々）をはじめとした市民サービスをいかに逆行させることなく

継続して実施することができるかが今後の大きな課題となってまいりますが、いうま

でもなく財源には限りがあります。この両立する課題への対応には、歳入、歳出全般

にわたっての改革・改善しかなく、特に歳出面では、全市的に事務事業の見直しを進

め、限られた財源を社会経済情勢に即した新たなニーズや施策に振り向けていくこと

が必要となります。当然のことながら、その中には市民生活支援に繋がる多くの補助

金等も含まれますが、これとて聖域を設けることなく見直しを進めることが求められ

ます。 

今般、流山市補助金等審議会（以下、「本審議会」という。）に対して、流山市長か

ら、「平成 29年度補助金等の適正化について」諮問がありました。 
平成 29年 6月 2日付けをもって流山市長から新たに委嘱（任期;平成29年 6月 2
日～平成 32年 6月 1日）を受けた本審議会委員 7名は、この諮問に対し、市関係部
局が作成した平成27年度から平成29年度を内容とする「補助金等適正化実行プラン」
（以下、「実行プラン」という。）及び附属説明資料等を基に、市の各関係部局から説

明を聴取・質疑等を行い、これを検討し、加えてこれまでの本審議会の審議経緯等を

参考にして審査・評価を行いました。 

その内容について、以下のとおり答申いたします。 

 
1．補助金等の現状 
流山市における「一般会計予算額」及び「補助金等予算額」のこの 10 年間の推移
は下記（1）のとおりとなっており、平成 29 年度の補助金等予算では、件数で 120
件（対前年度 2件増）、金額では 3,048百万円（対前年度 783百万円増）となってい
ます。これは予算額では市の一般会計予算額の約 5.8％を占めています。 
また、補助金等予算額を「市単独補助金等」と「国・県補助金等」に分けたこれま
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での推移、「経過年数別内訳」及び「予算規模別内訳」についてはそれぞれ下記（2）、
（3）及び（4）のとおりとなっています。 
 
（1）補助金等の件数及び総額の推移（一般会計・当初予算ベース） 

  区 分 
 
年 度 

 一般会計 

予 算 額 

（百万円） 

うち補助金等予算  
割合（ / ） 

(%) 
  件数   予算額 

（百万円） 

平成 20年度 38,849 121 1,111 2.86 
平成 21年度 38,735 123 1,254 3.24 
平成 22年度 40,159 128 1,547 3.85 
平成 23年度 41,998 125 1,544 3.68 
平成 24年度 44,202 121 1,719 3.89 
平成 25年度 49,846 119 1,616 3.24 
平成 26年度 50,289 120 3,009 5.98 
平成 27年度 55,041 116 2,226 4.04 
平成 28年度 52,775 118 2,265 4.29 
平成 29年度 52,910 120 3,048 5.76 

 
（2）「市単独補助金等」及び「国・県補助金等」の推移（一般会計・当初予算ベース） 
   区 分 

 

 

年 度 

 一般会計 

予 算 額 

 

（百万円） 

補助金等予算額内訳 

市単独補助金等 国・県補助金等 

件数 

 

  予算額 

 （百万円） 

 /  

(%) 

件数 

 

  予算額 

  （百万円） 

 /  

(%) 

平成 20年度 38,849 95 536 1.38 26  575 1.48 
平成 21年度 38,735 94 563 1.45 29  691 1.78 
平成 22年度 40,159 96 521 1.30 32 1,025 2.55 
平成 23年度 41,998 95 522 1.24 30 1,022 2.43 
平成 24年度 44,202 95 591 1.34 26 1,128 2.55 
平成 25年度 49,846 89 576 1.16 30 1,040 2.09 
平成 26年度 50,289 90 524 1.04 30 2,485 4.94 
平成 27年度 55,041 85 519 0.94 33 1,707 3.10 
平成 28年度 52,775 86 537 1.02 32 1,728 3.27 
平成 29年度 52,910 87 649 1.23 33 2,399 4.53 
上記（1）において、平成 29 年度の補助金等予算額（ 欄）が対前年度 783 百万
円の大幅な増額となっていますが、その内訳は上記（2）（②&③欄）のとおり、「市
単独補助金等」で 112百万円の増額、「国・県補助金等」で 671百万円の増額となっ
ています。 
市単独補助金等の増額は、制度としては存するものの前年度に予算計上がなく、平
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成 29 年度において整備計画の申請があったことから新たに予算計上された「障害者
福祉施設整備事業補助金（138百万円）」（「別表 2」P．20参照）がその主たる要因と
なっています。ただ、当該経費は例年計上される継続的経費とは異なるものであるこ

とから、仮にこれを除きますと対前年度△26 百万円の減額された予算額となってい
ることがいえます。 
一方、国・県補助金等は、「小規模保育事業所整備補助金」の増額（小規模保育事

業所 13所新設整備に伴う増額 378百万円）、「私立保育所整備費補助金」の増額（私
立保育所の増設等に伴う増額 283百万円）及び「私立保育所運営事業補助金」の増額
（私立保育園 7 園開設に伴う増額 108 百万円）の 3 件（増額 769 百万円）でその殆
どを占めています。 
また、このほかに、特別会計に計上されている補助金等が平成 29 年度当初予算で

6件 67百万円（うち市単独補助金等 2件 56百万円）ありますので、平成29年度当
初予算における本市の補助金等合計は、126 件3,115百万円（市単独補助金等 89件

705百万円、国・県補助金等37件2,410百万円）となっています。 
さらに平成 29 年度 9月補正予算に計上された補助金等が市単独補助金等で 4 件 7
百万円（いずれも一般会計で、増額補正計上が 3件 7,337千円、減額補正計上が 1件
△100 千円（市単独補助金等として計上している「流山市制施行 50 周年記念第九演
奏会事業補助金（注）」に県補助 1,600 千円が補正計上されたことに伴う市補助額の
減額））、国・県補助金等で 5件 122百万円（いずれも一般会計で、当初予算になく補
正予算で計上したものが 2件 3,942千円、増額補正計上が 3件 118,169千円）あるこ
とから、これを加えますと、本市の平成29年度補助金等は、市単独補助金等89件712

百万円、国・県補助金等39件2,532百万円）の合計128件3,244百万円となります。 

（注）「流山市制施行 50 周年記念第九演奏会事業補助金」については、平成 29 年度 9 月補正
予算で県補助が計上されることになったが、件数としては当初予算どおり市単独補助金等として

計上している。 

（3）平成 29年度における補助金等の経過年数別内訳 
   区 分 

 

経過年数 

一般会計 特別会計 合 計 

件 数 うち市単

独補助 

件 数 う ち 市 単

独補助 

件 数 

 

う ち 市 単

独補助 

～4年 18 （8） 2 － 20 （8） 
5年～9年 15 （8）   15 （8） 

10年～19年 32 （22） 2 － 34 （22） 
（小計） 65 （38） 4 － 69 （38） 

20年～29年 24 （22） 2 （2） 26 （24） 
30年～39年 20 （17）   20 （17） 
40年～49年 6 （6）   6 （6） 

50年以上 5 （4）   5 （4） 
（小計） 55 （49） 2 （2） 57 （51） 
計 120 （87） 6 （2） 126 （89） 
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（4）平成 29年度における補助金等予算規模別内訳 
   区 分 

 

予算額 

一般会計 特別会計 合 計 

件 数 うち市単

独補助 

件 数 う ち 市 単

独補助 

件 数 

 

うち市単

独補助 

～ 200 千円 14 （10）   14 （10） 
～ 500 千円 19 （18）   19 （18） 
～1,000 千円 13 （10）   13 （10） 
～3,000 千円 25 （19） 3 （1） 28 （20） 
～5,000 千円 15 （11） 2 － 17 （11） 
～10,000 千円 11 （6）   11 （6） 
～30,000 千円 12 （8）   12 （8） 
～50,000 千円 3 （2）   3 （2） 
～80,000 千円 2 （1） 1 （1） 3 （2） 
1 億円～2 億円 2 （2）   2 （2） 
3 億円～5 億円 2 －   2 － 

5億円以上 2 －   2 － 
計 120 （87） 6 （2） 126 （89） 

 
2．審査対象補助金等、審査日程及び判断基準等 
今回の諮問は、平成 29年度が、平成 27年度から平成 29年度までの 3か年を期間
とした「実行プラン」の最終年度となることから、平成 29 年度既存補助金等の適正
化について本審議会の意見を求められたものであります。 
これを受け、本審議会は審査対象補助金等の範囲及び審査日程並びに審査の判断基

準等を以下のとおりとしました。 
 
（1）審査対象補助金等 
平成 29年度補助金等 126件（一般会計 120件、特別会計 6件）中、国・県の補助
金等（37 件）については国の法令等に基づく義務的経費等でもあることから審査対
象外とし、流山市単独補助金等 89件を対象として審査・評価することとしました。 
ただし、この中の「政務活動費」については、「市議会の議論に委ねる」としたこ

とから、これを審査対象から除き、結果として市単独補助金等については 88 件（一
般会計 86件、特別会計 2件）について審査・評価を行いました。 
 なお、審査対象とした本市単独補助金等のうち、審査を行う上で、実行プランの内

容等について担当部局へ確認等をする必要があると判断したものを「ヒアリング対象

補助金等」（以下、「ヒアリング補助金等」という。）に、それ以外を「ヒアリング対

象外補助金等」（以下、「書面審査補助金等」という。）として、それぞれ審査いたし

ました。 

（1 （2）及び 3の「別表 1」・「別表 2」参照） 
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（2）審査日程等 

日 程 内    容 備  考 

6月 14日（水） ・市長から本審議会に対し、「平成29年度補助金等の
適正化について」諮問 

・審査対象補助金等の選定等について協議 

 

6月 28日（水）  ・「審査対象補助金等」の選定及び「ヒアリング対象
補助金等」を選定 

・「判断基準」及び「総合評価区分」を決定 

・審査日程を協議 

 

 

7月 12日（水）  各部局よりヒアリングを実施 （対象7件） 
7月 26日（水）  同 上 （〃7件） 
8月 2日（水） 同 上 （〃7件） 
8月 9日（水） 同 上 （〃7件） 
8月 23日（水）  同 上 （〃11件） 
8月 30日（水）  ヒアリング補助金等及び書面審査補助金等につい

て審査・評価 

 

9月 6日（水） 同 上  

9月 13日（水）  ・ヒアリング補助金等及び書面審査補助金等につい 
て「総合評価」を決定、あわせて評価意見について協

議 

・「答申書（案）」について協議 

 

9月 20日（水）  ・ヒアリング補助金等及び書面審査補助金等にかか 
る評価意見を決定 

・「答申書」について決定 

 

9月 28日（木）  市長へ答申  

 
（3）判断基準及び総合評価区分 
審査の判断に当たっては、次の①判断基準及び②総合評価区分に基づき、個別補助

金等ごとに審査・評価し、それぞれ総合評価をいたしました。 

①判断基準 

審 査 項 目 判 断 基 準 

公益性 ・市の政策目的に合致し

ている 

・市民の福祉の向上に役

立っている。 

・市の政策目的に沿い、公共性があるか。 

・市民の福祉の向上に役立ち、公益性があるか。 
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公平性 ・事業の効果が広い範囲

に及ぶものであって、特

定の団体・個人に特権的

恩恵を与えるものでな

い。 

・公平に市民に利益をもたらすものなのか 

・長期にわたり交付し、補助事業がマンネリ化、

既得権化していないか。 

・同種・類似の事業に対し、補助金交付に不公平

感はあるか。 

必要性 ・補助対象事業の活動内

容が、市民ニーズに沿っ

ている。 

・市民が望んでいる事業か。 

・継続事業に対しては、時代のニーズの変化に対

応しているか。 

・事業を継続する今日的意義があるか。 

・自助努力でやれる事業ではないか。 

効 果 ・事業活動に効果があり、

補助金の意義が認められ

る。 

・補助事業の目的に照らし、その効果が充分に現

れているか。 

・ムダ使いが無く、費用対効果が適切であるか。 

適切性 ・事業活動が計画に基づ

いて行われ、会計処理等

が適切に行われている。 

・事業活動の実績報告が適切に行われているか。 

・会計処理が適切に行われているか。補助目的か

ら外れていないか。 

・補助金のみに依存することなく、団体に自立性

がはかられているか。 

②総合評価区分 

「総合評価」は、次の四段階の区分で行いました。 

A評価 妥当なもの 
B評価 おおむね妥当なもの 
C評価 検討を要するもの 
D評価 不認可とすべきもの 

 

3．審査対象補助金等の審査結果 
 審査の結果、「総合評価区分」は次のとおりとなりました。 

・A評価（ 妥 当 な も の ）； 58件  

・B評価（おおむね妥当なもの）； 28件 

・C評価（検討を要するもの）； 2件 

・D評価（不認可とすべきもの）； 0件 

 ・その他（評価対象から除外）； 1件 

なお、個別補助金等に係る評価内容については、「別表 1」（「ヒアリング補助金等」
に対する評価一覧）及び「別表 2」（「書面審査補助金等」に対する評価一覧）のとお
りとなっています。 

「別表 1」 （P．11～P．18） 
「別表 2」 （P．19～P．26） 
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4．補助金等のあり方及び本市補助金等の改善点について 

（1）補助金等のあり方について 
地方自治法第 232条の 2において「普通地方公共団体は、その公益上必要がある場
合においては、寄附又は補助をすることができる。」とされており、補助金等は、市

が特定の事業活動に対し、公益上の必要性を認めた場合に支出するものであります。 
つまり補助金等の交付には、「公益性」があることが絶対的な条件となりますが、

これに加え、補助の必要性・妥当性・公平性・有効性等の観点からの判断も求められ

ることとなります。 
本審議会が審査・評価に当たっての「審査五項目の判断基準（2 の（3）①参照）」
（以下、「審査判断基準」という。）は概ねこれに沿っているものと思いますが、目を

転じて、市政改革に取り組み、その中で補助金等の見直しの議論が行われている他の

多くの自治体を見ましても、その内容は本市とほゞ同様のものとなっています。つま

り補助金等のあり方としての基本的な考え方は概ね全国的にも共通したものとなっ

ていることがいえます。 
（2）本市補助金等の改善点について 
 個別補助金等に係る本審議会の評価及び意見（コメント）は、「別表 1」及び「別
表 2」に記載のとおりですが、一方で本市補助金等を総体的に見ますと常態化し、長
期・固定化、既得権化していると思われるものが少なからず見られます。前記（1）
のとおり補助とは、あくまでも公益的な事業を行うことに対する行政からの支援であ

り、そこには妥当性や公平性等があることが大原則であります。したがって本市補助

金等の執行等に当たっては審査判断基準に沿った適正さが求められることは言を俟

ちません。 
この観点からみますと、審査判断基準の一つである「公益性」の中の「市の政策目

的と合致しているか。」という点については、本市の各事業は条例により、「市が行う

政策は総合計画に根拠を置かなければならない。」とされていることから、当然のこ

とながら本市補助金等もすべて市の定める当該計画に基づき予算化され、執行されて

いるものと理解でき、まさに、「市の政策目的に合致」しているものと判断すること

ができます。しかしながら、この点を除いた審査判断基準により本市補助金等を全般

的に見ますと、その多くに以下のとおりの改善・検討すべき課題が見られます。 
該当する補助金等にあっては早急な改善・検討を要望するとともに、それ以外の補

助金等にあっても適正化に向けた不断の改善・検討に期待します。 
① 長期補助金等への対応 
平成 29 年度で 20 年以上の長期補助金等は、全体では 126 件中 57 件（約 45％）
ありますが、これを市単独補助金等で見てみますと 89 件中 51 件（約 57％）と実に
半数以上が 20年を超えている状況にあります。（1 （3）参照） 
平成 26年10月1日付けの本審議会答申でも指摘がありますが、補助金等に限らず、
すべての事務事業の長期化は、固定化、既得権化、マンネリ化感が出てまいります。 
本市補助金等には、補助金等の交付期間を定めているものも一部にありますが、基

本的に終期の設定等はありません。このことが直接の原因とまでは申しませんが、特
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に長期化している補助金等の中には事業内容や補助単価等の見直しが見られないも

のも多く、これが漫然とした支出とも受け止められ、結果として固定化あるいは既得

権化と見られるものが少なからず見受けられます。 
長期化している補助金等のすべてを問題視しませんが、補助金等の交付に当たって

は、目的、経費の使途、具体的効果等について一定期間ごとに点検・検証され、場合

によっては終期を設定するなどの改善・検討が必要だと思われます。 
②特定の団体等に対する補助への対応 
 特定の団体等への補助も多くみられますが、特にこれが長期化している場合におい

ては公平性の視点からも再検討が必要です。いったん補助の原点に立ち返り、現時点

においても当該団体等への補助で問題はないか、何故当該団体等への補助であるのか

について個別に点検・検証することが必要だと思います。なぜならば、今や各分野に

おいて様々な団体（NPO 法人等）が活動しています。事業内容如何では透明性を確
保する観点からも公募制の導入を検討することも必要だと思います。 
また、補助に当たっては、自主・自立を基本に、まずは自助努力による財源確保を

求め、補助金は必要最小限のものとなるよう努めていただきたいと思います。 
 なお、中には法人等が行う行政代行的事業に対する補助がありますが、事業内容如

何では費用対効果を勘案の上、委託方式へ代えることへの検討も必要だと思います。 
③各種イベント事業に対する補助への対応 
 各種のイベント的事業に対する補助については、前記②と同様に、何故現在の交付

先なのかについて個別に点検・検証され、事業内容如何では公募制の導入を検討する

ことも必要だと思います。 
 また、かかる事業については、まずは自主財源の確保に努めることを最優先とし、

補助は必要最小限のものとなるよう主催者等に対し指導されることを求めます。 
④補助金額の積算基準（員数・単価等）の見直し 
 補助額が長期間固定し、積算根拠となる員数・単価に見直しが見られないものや補

助事業費目が明確であるにもかかわらず、積算単価を一括りにしていることからその

妥当性が判然としないものなどが少なからず見受けられます。このことが漫然とした

支出ともなり、補助の長期・固定化、既得権化となる一因となりかねません。員数・

単価の見直しがないものや見直しから相当期間を経過しているものはもちろんのこ

と、多くの事業費目を一括りにした積算単価としている補助金等にあっては、早急に

積算基準（員数・単価等）を見直し、その妥当性等についての検証を求めます。 
⑤少額補助金等及び高額補助金等への対応 
 平成 29年度補助金等予算で 50万円以下の補助金等が市単独補助金等で 28件（約
31％）あります。（1 （4）参照） 
 特に、少額で長期化している補助金等はややもすれば固定化し、既得権化につなが

りかねません。もちろん、少額であっても必要性や有効性が高い補助金等もあること

から、金額の多寡で一律に論ずることは適切ではありませんが、少額補助金等につい

ては、継続する必要性や補助の妥当性について常に点検・検証が必要だと思います。 
 なお、その反面、高額の補助金等（1 （4）参照）がありますが、こちらは概して
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補助対象者数等が大きく、員数・単価次第ではさらに過大となっていく可能性が強い

補助金等であります。対象補助金等それぞれについて常に費用対効果、補助単価等の

点検・検証が必要だと思います。 
⑥国・県補助金等への対応 
国・県補助金等については審査・評価の対象外としましたが、評価自体は行わない

ものの、特に金額が大きく、かつ市の負担額が大きいもの等（4件）について事業内
容等の説明を聴取いたしました。また、そのほかの国・県補助金等について実行プラ

ンによりその内容を見てみますと、本市の国・県補助金等には国・県が定めている補

助率を超えて市が負担している、いわゆる上乗せ補助が一部に見られます。 
急速な高齢化、少子化の進展等から、今後とも国から事実上義務付けられた補助事

業は年々増加するものと思われます。負担割合如何では、平成 26年 10月 1日付けの
本審議会答申でも指摘しているとおり、市の財政運営、とりわけ本市が独自に行って

いる行政サービス等にも大きな影響を及ぼしかねないことを危惧するものです。 
したがって、現在の上乗せ補助についてはその妥当性を検証されるとともに、今後

においては、余程の合理的理由がない限り市の負担は国・県が定める負担割合を原則

とし、上乗せ補助はできるだけ行わないよう慎重に検討すべきものと思います。 
 

おわりに 

本市の一般会計予算額及び補助金等予算額の推移を、本市人口の増加が続いている

この 10年間（平成 20年度～平成 29年度）で見ますと、冒頭に述べたようにいずれ
もほゞ毎年度増加してきています。これを平成 29年度と平成 20年度で単純に比較し
ますと、一般会計予算額全体の伸び（約 36％増）にも大きいものがありますが、補
助金等予算額だけを見ますとその伸び率はさらに大きく、実に約 2.7倍もの急激な増
加となっていることが分かります。（1 （1）参照） 
ただ、この補助金等予算額を、市単独補助金等と国・県補助金等に分けてその推移

を見てみますと、毎年度の増額の殆どは国・県補助金等となっており、市単独補助金

等は比較的平均した予算額で推移していることが分かります。平成 29 年度市単独補
助金等が増額となっていますが、1で述べたように、継続する経常的補助金等につい
て見ると、前年度に比べむしろ減額された予算額となっています。（1 （2）参照） 
このことは、本市が平成 16年度以降、補助金制度の見直しを行い、「補助金等適正
化システム」を構築し、これに基づき毎年度「実行プラン」を策定、すべての補助金

等については定期的（3年ごと）に、予算要求に当たり新規・増額等を行う補助金等
にあっては毎年度本審議会の意見を求めていることなどが不断の検討・精査にも繋が

り、これが結果として市単独補助金等の推移に現れているものと思われます。 
今回の審査・評価も、この「実行プラン」等を基に行いましたが、その内容を見ま

すと、従前に比べ、本審議会がこれまで具申した意見等への対応状況が記述されてお

り、また、2 の（3）①で示す審査判断基準への対応についても資料等を別途整備の
うえ説明をされる部局等が多くなり、補助金等の適正化に向けた意識が全市的に見ら

れるようになってきているといえます。 
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ただ、あえて苦言を申せば、補助単価等に見直しが見られないものや積算根拠に妥

当性が乏しく工夫を要するもの、過去の実績・成果等についての記載が不十分なもの、

さらに申せば、本審議会の指摘・要望に対する改善方策が見えず、説明も必要性だけ

の強調に止まっているものなどが依然として一部にあります。当該補助金等について

は個別に意見としても付記していますので早急な改善・検討を求めます。 
市が行う補助金等の財源は、その殆どが市民が納付した貴重な市税であることは言

を俟ちません。今回の本審議会の意見・要望等はもとより、これまでに本審議会が行

った意見等についても十分に検討され、さらなる補助金等の適正交付に努められるこ

とを切望いたします。 
 

平成 29年 9月 28日 
 

流山市補助金等審議会 

会 長 山口今朝勝 

副会長 中 村 秋 子 

西 村 象 六 

川 上 順 利 

神 田 玲 子 

田 中 菊 子 

山本隆一郎 
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者
福
祉
団
体
運

営
事
業
費
補
助
金

 
（
※
各
団
体
ご
と
の
補

助
を
平
成

27
年
度
予

算
に
お
い
て
統
合
）

 

平
27

 
（
統
合

後
の
創

設
年
度
）

 

2 
88

0 
88

0 
0 
 
市
内
に
居
住
す
る
障
害
者
で
組
織
す
る
障
害
者
福
祉
団

体
（
自
閉
症
児
親
の
会
、
障
害
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
身
体
障
害
者
福
祉
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
、
デ
フ

協
会
を
統
合
）
に
対
し
、
運
営
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

と
に
よ
り
、
福
祉
団
体
の
運
営
の
安
定
化
を
図
る
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
が
、
各
団
体
個
々
へ
の
補
助
は
長
期
化
し

て
お
り
固
定
化
の
感
が
あ
る
。
ま
た
、
各
団
体
の
事
業
活

動
の
内
容
が
今
一
つ
見
え
な
い
。
各
団
体
の
機
関
誌
等
の

み
な
ら
ず
、
市
民
に
見
え
る
形
で
活
動
内
容
等
が
分
か
る

よ
う
検
討
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
前
収
入
増
加
策
等
に
つ

 
 

B 
26
年
度
は
各
団
体
ご
と
個
別
評
価

 
い
ず
れ
の
団
体
に
つ
い
て
も
、
長
期
・
固
定

化
・
マ
ン
ネ
リ
化
を
指
摘
、
自
前
収
入
の
増
加

策
な
ど
の
改
善
努
力
を
期
待
。
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い
て
も
引
き
続
き
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

 

34
  
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
補
助
金

 
昭

58
 

34
 

8,
80

0 
8,

80
0 

0 
 
働
く
機
会
を
得
た
い
・
社
会
に
役
立
つ
仕
事
が
し
た
い

と
い
う
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
定
年
退
職
者
等
に
対
し

こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
知
識
、
経
験
、
技
能
を
活
か
し
て
働

け
る
場
を
提
供
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
対

す
る
補
助
。

 

A 
 
国
庫
補
助
と
の
関
連
も
あ
り
、
妥
当
と
す
る
が
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
自
体
の
拡
充
・
強
化
を
図
り
、

自
助
努
力
に
よ
る
自
立
化
へ
向
け
た
改
善
・
努
力
を
要
望

す
る
。
ま
た
、
長
期
補
助
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
が
、
セ
ン
タ
ー
事
業
自
体

の
拡
充
・
強
化
を
図
り
、
自
立
化
へ
向
け
た
改

善
・
努
力
を
要
望
。

 

47
 
私
立
保
育
所
整
備
費

補
助
金
（
賃
貸
物
件
市

単
独
補
助
分
）

 

平
25

 
4 

48
,4

73
 

81
,9

74
 
△

33
,5

01
 
保
育
需
要
増
大
地
域
に
お
い
て
、
戸
建
て
の
保
育
園
を

整
備
す
る
に
は
面
積
確
保
や
賃
借
料
の
関
係
で
困
難
さ
を

伴
う
本
市
の
現
状
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
一
部
を
利
用

し
た
賃
貸
物
件
に
よ
る
保
育
所
整
備
は
有
効
な
手
段
で
あ

る
。
当
該
事
業
は
こ
れ
ま
で
千
葉
県
の
「
安
心
子
ど
も
基

金
」
か
ら

1/
2
が
補
填
さ
れ
て
い
た
が
、
同
基
金
か
ら
の

補
助
が
平
成

29
年
度
か
ら
終
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
基

金
相
当
額
を
市
が
補
助
す
る
こ
と
で
、
保
育
所
整
備
が
推

進
さ
れ
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
 

A 
「
安
心
こ
ど
も
基
金
」
に
代
わ
る
国
の
補
助
制
度
が
別
途

制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
が
、
補
助
の
長
期
化
と
高

率
補
助
と
な
る
こ
と
を
危
惧
、
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
検
討
を
要
望
。

 
 
 

A 
増
額
は
、
「
安
心
子
ど
も
基
金
」
か
ら

の
助
成
が
な
く
な
る
こ
と
に
伴
う
市
の
負
担
増

で
あ
る
が
、
現
状
の
ま
ま
で
は
、
市
の
負
担
は

増
加
の
一
方
と
な
る
こ
と
を
危
惧
。
子
育
て
政

策
は
国
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
一
つ
。

「
安
心
子
ど
も
基
金
」
に
代
わ
る
新
た
な
助
成

制
度
の
構
築
等
、
国
・
県
を
巻
き
込
ん
だ
対
策

が
必
要
。
 

50
 
認
可
外
保
育
施
設
等

保
育
料
助
成
金

 
平

26
 

3 
3,

60
0 

4,
80

0 
△

1,
20

0 
 
保
育
所
の
待
機
児
童
数
の
中
に
は
、
保
護
者
が
入
所
承

諾
を
待
て
ず
に
や
む
を
得
ず
市
内
外
の
認
可
外
保
育
施
設

等
に
通
っ
て
い
る
児
童
が
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
、
保
護

者
は
認
可
保
育
所
に
通
う
場
合
よ
り
高
額
な
保
育
料
を
負

担
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

 
こ
の
こ
と
か
ら
、
認
可
外
保
育
施
設
等
の
保
育
料
（
利

用
料
）
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
。

 

A 
 
保
育
所
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
措
置
的
事
業
で

あ
り
、
妥
当
で
あ
る
。

 
 
た
だ
、
巷
間
発
生
し
て
い
る
事
故
の
防
止
に
は
万
全
を

期
さ
れ
た
い
。

 

 
 

B 
待
機
児
童
の
現
状
か
ら
、
保
育
所
が
整

備
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
措
置
と
し
て
お
お
む
ね

妥
当
。
「
認
可
外
保
育
施
設
指
導
監
督
基
準
」

に
則
っ
た
適
切
な
運
営
を
要
望
。

 
 
 

A 
要
望
し
て
い
る
不
慮
の
事
故
等
の
発

生
防
止
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

 

52
 
私
立
保
育
所

A
ED
設

置
事
業
補
助
金

 
平

20
 

9 
1,

41
6 

1,
21

1 
20

5 
 
「
流
山
市
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の

目
的
を
達
成
さ
せ
る
一
環
と
し
て
、
私
立
保
育
所
に

「
A

ED
」
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
設
置
す
る
経
費

及
び
リ
ー
ス
（
再
リ
ー
ス
を
含
む
。
）
に
係
る
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
安
全
・
保
護
者
の
安

心
の
確
保
を
図
る
。

 

A 
 
事
業
自
体
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
妥
当

と
は
す
る
が
、
以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
再
リ
ー
ス
等
の

際
の
補
助
の
あ
り
方
、
補
助
額
の
統
一
等
に
つ
い
て
の
対

処
方
策
等
が
依
然
見
ら
れ
な
い
。
引
き
続
き
の
検
討
を
要

望
す
る
。

 

 
 

A 
本
市
園
児
の
安
全
・
安
心
上
の
施
策
等

か
ら
当
面
の
設
置
・
リ
ー
ス
料
補
助
は
妥
当
。

た
だ
、
今
後
の
再
リ
ー
ス
等
の
際
は
各
園
自
助

努
力
に
よ
る
自
前
設
置
が
望
ま
れ
る
。

 
 
 

A 
現
行
の
ま
ま
で
は
、
補
助
の
長
期
・
固

定
化
の
可
能
性
が
あ
る
。
導
入
後
一
定
期
間
の

助
成
は
必
要
と
考
え
る
が
、
少
な
く
と
も
、
再

リ
ー
ス
・
消
耗
品
の
更
新
等
に
当
た
っ
て
の
補

助
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
の
検
討
を

要
望
。

 
 
 

A 
現
行
の
ま
ま
で
は
長
期
・
固
定
化
と
な

る
可
能
性
の
高
い
補
助
金
と
指
摘
し
て
き
て
い

る
。
今
後
の
補
助
の
在
り
方
（
逓
減
補
助
率
の

導
入
、
再
リ
ー
ス
以
降
の
消
耗
品
の
更
新
等
に

つ
い
て
は
自
前
支
弁
と
す
る
な
ど
）
に
つ
い
て



13
 

 

引
き
続
き
の
検
討
を
要
望
。
 

 
 

B 
補
助
単
価
が
各
園
ご
と
に
異
な
っ
て

い
る
こ
と
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
疑
問
。
補

助
単
価
に
限
度
額
を
設
け
る
な
ど
一
定
の
工
夫

が
必
要
。
ま
た
、
補
助
の
長
期
・
固
定
化
を
防

ぐ
た
め
の
方
策
と
し
て
再
リ
ー
ス
等
に
当
た
っ

て
は
、
自
助
努
力
と
な
ら
な
い
か
と
の
検
討
を

要
望
し
て
い
る
が
、
未
だ
そ
の
兆
し
が
見
ら
れ

な
い
。
指
摘
・
要
請
に
対
す
る
検
討
状
況
を
示

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
。

 

53
 
病
院
内
保
育
運
営
事

業
補
助
金

 
平

4 
25

 
1,

40
8 

1,
38

6 
22

 
 
市
内
の
病
院
に
お
け
る
看
護
師
等
（
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、
及
び
准
看
護
師
）
の
充
足
を
図
る
た
め
、
そ
の

確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
、
病
院
が
設
置
し
た
病
院
内
保

育
施
設
の
運
営
に
要
す
る
経
費
に
対
す
る
一
部
補
助
。

 

A 
 
事
業
目
的
の
必
要
性
は
理
解
で
き
る
こ
と
か
ら
妥
当

と
す
る
が
、
事
業
経
営
は
自
立
が
基
本
で
あ
り
、
ま
た
、

二
病
院
だ
け
と
い
う
公
平
性
の
面
や
補
助
の
長
期
化
、
場

合
に
よ
っ
て
は
既
得
権
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
補
助
金

と
も
い
え
る
。
今
後
の
補
助
の
あ
り
方
（
終
期
の
設
定
等

を
含
め
）
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
 
<予
算
計
上
な
し
> 

 
 

A 
病
院
の
経
営
自
体
は
自
立
が
基
本
。
二

病
院
だ
け
と
い
う
公
平
性
の
観
点
、
か
つ
、
長

期
・
固
定
化
、
既
得
権
化
等
を
危
惧
、
今
後
の

補
助
の
あ
り
方
（
終
期
の
設
定
等
）
に
つ
い
て

の
検
討
を
要
望
。
ま
た
、
国
庫
補
助
の
適
用
等

に
つ
い
て
検
討
が
必
要
。

 

54
 
健
康
づ
く
り
推
進
員

協
議
会
補
助
金

 
平

12
 

17
 

35
7 

35
7 

0 
 
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
て
市
民
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
よ
り
良
い
食
生
活
及
び

総
合
的
な
健
康
づ
く
り
活
動
を
進
め
る
協
議
会
活
動
事
業

に
対
す
る
補
助
。

 

B 
 
事
業
目
的
か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
参
加
人
員

も
少
な
く
、
固
定
化
の
感
も
あ
る
。
ま
た
、
事
業
内
容
と

積
算
根
拠
に
不
明
瞭
さ
が
あ
り
、
公
平
性
の
点
等
か
ら
も

疑
問
が
あ
る
。
市
民
が
広
く
参
画
で
き
る
よ
う
運
営
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
 

B 
事
業
の
固
定
・
マ
ン
ネ
リ
化
を
指
摘
広

く
市
民
が
参
画
で
き
る
よ
う
事
業
内
容
の
精
査

等
改
善
・
検
討
が
必
要
。

 

59
 
勤
労
者
互
助
会
補
助

金
 

平
3 

26
 

1,
80

0 
1,

80
0 

0 
 
中
小
企
業
で
は
、
一
企
業
が
単
独
で
従
業
員
の
福
利
厚

生
事
業
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
中

小
企
業
の
相
互
扶
助
に
よ
り
、
従
業
員
及
び
事
業
主
等
の

福
祉
の
増
進
、
生
活
の
安
定
、
就
業
環
境
の
整
備
・
充
実

に
よ
る
就
労
意
欲
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
組
織
さ
れ
た
「
流
山
市
勤
労
者
互
助
会
」
の
運
営
費
及

び
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

 

C
 
 
事
業
目
的
は
理
解
で
き
る
が
、
長
期
補
助
と
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
入
率
も
低
く
公
平
性
の
面
か
ら

も
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
固
定
化
し
、
一
部
企
業

の
既
得
権
化
と
な
り
か
ね
な
い
。
事
業
経
営
は
自
助
努
力

で
あ
る
こ
と
を
基
本
に
、
ま
ず
は
会
員
増
強
に
よ
る
財
政

基
盤
の
強
化
等
を
最
優
先
課
題
と
し
、
事
業
の
あ
り
方
自

体
に
つ
い
て
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
 

C
 
中
小
企
業
の
互
助
会
と
い
え
ど
も
事

業
経
営
は
自
助
努
力
が
基
本
、
対
象
事
業
の
見

直
し
等
の
改
善
が
必
要
。
会
員
増
強
等
財
政
基

盤
強
化
に
向
け
た
改
善
・
検
討
が
必
要
。

 

60
 
高
年
齢
者
等
雇
用
促

進
奨
励
金

 
平

7 
 

22
 

55
5 

36
0 

19
5 
 
市
内
に
居
住
す
る

55
歳
以
上

65
歳
未
満
の
高
年
齢
者

等
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
を
促
進
し
、
も
っ
て
そ

の
生
活
の
安
定
を
図
る
。

 

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。
た
だ
、
予
算
積
算
に
当
た
っ
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
等
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
適
切
な
人
員
把

握
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。
 

 
 

A 
増
額
の
根
拠
が
不
明
確
。
関
係
機
関
と

の
情
報
交
換
を
密
に
し
、
直
近
の
実
態
を
把
握

す
る
な
ど
対
象
人
員
の
見
込
み
に
一
定
の
工
夫

が
必
要
。
 

63
 
農
林
水
産
業
の
振
興

に
関
す
る
補
助
金
（
保

全
管
理
水
田
維
持
管

理
事
業
奨
励
金
）

 

平
18

 
11

 
2,

27
1 

2,
16

1 
11

0 
 
遊
休
水
田
の
草
刈
り
を
適
正
に
実
施
す
る
農
業
者
に
奨

励
金
を
交
付
し
、
水
田
の
荒
廃
化
と
病
害
虫
の
発
生
を
抑

止
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
こ
と
で
、
周

辺
水
田
の
生
産
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
良
好
な
景
観

保
持
と
農
地
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
（
貯
水
機
能
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
抑
止
機
能
等
）
を
保
全
し
、
地
域
の

B 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
>、
 

目
的
か
ら
事
業
自
体
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て

お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
固
定
化
、
既
得
権
化
し
て
い

る
感
も
あ
る
。
農
地
の
処
分
に
諸
制
約
が
あ
る
こ
と
は
理

解
す
る
が
、
私
有
地
の
管
理
は
自
前
で
行
う
べ
き
も
の
で

 
 

A
別
掲
<（
注

2）
参
照
>
 

 
 

B 
遊
休
農
地
の
適
正
管
理
と
は
い
え
、
私

有
地
で
あ
り
、
そ
の
管
理
は
自
前
で
行
う
べ
き
。

農
業
政
策
全
般
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

 
の
ま
ま
で
は
既
得
権
化
す
る
一
方
で
あ
る
。
農

業
関
係
諸
政
策
の
具
体
的
見
直
し
の
中
で
の
早



14
 

 

防
災
や
地
球
環
境
の
維
持
に
寄
与
す
る
。

 
あ
る
。
公
平
性
の
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
 
急
な
改
善
策
の
検
討
を
要
望
。

 

64
 
農
林
水
産
業
の
振
興

に
関
す
る
補
助
（
高
生

産
推
進
事
業
費
）

 

平
19

 
10

 
4,

60
8 

4,
93

1 
△

32
3 
 
意
欲
の
あ
る
農
業
者
の
育
成
を
高
め
、
都
市
農
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
施
設
化
や
効
率
化
機
械
の
導
入
を
推
進

し
、
生
産
性
の
高
い
農
業
を
構
築
す
る
た
め
の
補
助
。

 

B 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
> 

お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
従
来
の
事
業
域
か
ら
変
化

が
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
既
得
権
化
し
て
い
る
感
す
ら
あ

る
。
積
算
根
拠
が
も
た
ら
す
都
市
農
業
振
興
へ
の
効
果
等

を
具
体
的
に
開
示
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

 

 
 

B 
別
掲
（
注

2）
参
照

 
  

65
 
農
林
水
産
業
の
振
興

に
関
す
る
補
助
金

 
（
青
果
物
価
格
安
定

対
策
事
業
費
）

 

平
13

 
16

 
1,

09
8 

1,
09

8 
0 
 
本
市
の
特
産
で
あ
り
、
か
つ
農
協
系
統
共
販
品
目
の
葱

 
・
青
葱
に
つ
い
て
、
千
葉
県
青
果
物
価
格
補
償
協
会
の
価

格
補
償
事
業
に
加
入
し
て
い
る
生
産
者
の
資
金
造
成
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
で
野
菜
の
継
続
的
な
安
定
供
給
が
図

れ
、
消
費
者
の
負
担
軽
減
に
寄
与
す
る
。

 

B 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
> 

事
業
目
的
か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
固
定
化
、

既
得
権
化
し
て
き
て
い
る
感
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

 

 
 

B 
別
掲
（
注

2）
参
照

 
 

67
 
農
林
水
産
業
の
振
興

に
関
す
る
補
助
金

 
（
都
市
農
業
振
興
促

進
事
業
費
）

 
※
平
成

29
年
度
予
算

よ
り
「
苺
生
産
促
進
事

業
費
」
と
「
高
品
質
農

産
物
生
産
事
業
費
」
を

統
合

 

平
29

 
（
統
合

後
の
創

設
年
度
）
 

0 
4,

39
1 

0 
4,

39
1 
 
高
品
質
な
農
産
物
の
生
産
と
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を

推
進
す
る
た
め
、
畑
地
で
は
土
壌
消
毒
や
市
特
産
野
菜
で

あ
る
葱
・
青
葱
に
発
病
す
る
赤
錆
病
等
の
共
同
防
除
、
水

田
で
は
、
育
苗
箱
施
用
方
式
の
薬
剤
購
入
に
対
す
る
補
助

を
行
う
。
ま
た
、
都
市
農
業
の
利
点
を
活
用
し
た
直
売
施

設
及
び
観
光
農
園
の
目
玉
商
品
と
し
て
苺
栽
培
を
取
り
入

れ
、
そ
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
防
虫
・
防
菌
薬
剤
等

に
か
か
る
栽
培
費
用
に
対
し
補
助
す
る
こ
と
で
、
安
定
し

た
農
業
経
営
に
寄
与
し
、
更
な
る
本
市
農
業
の
活
性
化
を

図
る

 

B 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
> 

お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
葱
・
苺
に
特
化
し
て
い
る

こ
と
は
他
の
作
物
と
の
不
公
平
感
が
あ
る
。
ま
た
、
観
光

農
園
と
い
っ
た
新
た
な
展
開
も
見
ら
れ
る
が
、
内
容
的
に

は
依
然
と
し
て
従
前
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
感
が
あ
る
。
 

事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
都
市
農
業
と
し
て
の
方

向
性
を
見
定
め
、
近
隣
都
市
の
農
産
物
と
の
差
別
化
を
図

っ
た
本
市
独
特
の
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
農
産
物
の
育
成
及

び
農
業
法
人
の
育
成
等
さ
ら
な
る
具
体
的
成
果
に
期
待

す
る
。

 

〇
平
成

26
年
度
予
算
で
は
個
別
に
評
価

 
・
苺
生
産
促
進
事
業
費

 
 
 

B 
別
掲
（
注

2）
参
照

 
・
高
品
質
農
産
物
生
産
事
業
費

 
 
 

B 
別
掲
（
注

2）
参
照

 
〇
平
成

29
年
度
予
算
で
統
合
要
求

 
 
 

B 
都
市
型
農
業
振
興
策
の
下
で
既
存
の

事
業
を
統
合
す
る
と
は
い
え
、
従
前
の
事
業
域

を
脱
し
て
お
ら
ず
、
新
規
性
に
も
乏
し
く
、
統

合
の
効
果
（
メ
リ
ッ
ト
）
が
見
え
な
い
。
流
山

市
型
農
業
と
し
て
の
方
向
性
・
目
標
（
流
山
産

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
農
業
法
人
の
育
成
策
等
）
が

見
え
る
事
業
と
な
る
こ
と
を
期
待
。

 

68
 
農
林
水
産
業
の
振
興

に
関
す
る
補
助
金

 
（
農
用
地
有
効
活
用

事
業
奨
励
金
）

 

平
13

 
16

 
44

9 
44

9 
0 
 
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
「
農
地
の
貸
し

借
り
の
契
約
が
成
立
」
し
た
場
合
に
、
土
地
の
借
主
に
対

し
て
借
り
受
け
面
積
に
応
じ
て
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と

で
、
農
地
の
荒
廃
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
休
耕
農
地
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
、
農
用
地
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

緑
の
保
全
に
寄
与
す
る
。

 

A 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
> 

事
業
目
的
か
ら
妥
当
と
す
る
が
、
や
や
固
定
化
、
既
得

権
化
の
感
も
あ
る
。
本
事
業
推
進
に
は
市
当
局
の
関
与
・

指
導
が
必
要
。
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
遊
休
農
地
の

さ
ら
な
る
有
効
活
用
に
向
け
た
事
業
推
進
に
期
待
す
る
。

 

 
 

B 
別
掲
（
注

2）
参
照

 
 

69
 
農
林
水
産
業
の
振
興

に
関
す
る
補
助
金

 
（
認
定
農
業
者
連
絡

協
議
会
）

 

平
15

 
14

 
27

0 
27

0 
0 
 
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
を
営
む
認
定
農
業
者

で
構
成
す
る
協
議
会
（
団
体
）
へ
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

認
定
農
業
者
の
情
報
交
換
と
研
鑽
の
機
会
を
確
保
し
、
個

 
々
の
農
業
経
営
改
善
計
画
達
成
を
促
し
、
よ
り
高
度
な
技

術
向
上
と
農
業
生
産
性
の
向
上
を
図
る
。

 

B 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
> 

お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
積
算
根
拠
が
不
明
瞭
で
あ

り
、
固
定
化
・
既
得
権
化
の
感
も
あ
る
。
積
算
根
拠
の
明

示
と
具
体
的
効
果
等
に
つ
い
て
の
開
示
を
要
望
す
る
。

 

 
 

B 
別
掲
（
注

2）
参
照

 
 

71
 
農
林
水
産
業
の
振
興

に
関
す
る
補
助
金

 
（
エ
コ
農
業
推
進
事

業
）

 

平
21

 
8 

1,
20

0 
1,

20
0 

0 
 
堆
肥
等
の
導
入
推
進
に
よ
り
、
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料

と
有
機
農
業
の
推
進
を
図
り
、
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す

る
方
向
の
農
業
生
産
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物

の
供
給
に
寄
与
す
る
。

 

B 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
> 

お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
積
算
根
拠
（
堆
肥
）
が
も

た
ら
す
具
体
的
効
果
等
に
つ
い
て
の
開
示
を
要
望
す
る
。

 

 
 

B 
別
掲
（
注

2）
参
照
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 72
 
農
林
水
産
業
の
振
興

に
関
す
る
補
助
金

 
（
米
飯
給
食
に
お
け

る
地
産
地
消
推
進
事

業
）

 

平
22

 
7 

11
,9

60
 

10
,1

97
 

1,
76

3 
 
学
校
給
食
に
流
山
産
米
を
供
給
し
、
米
飯
給
食
を
地
元

産
米
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
食
へ

の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
食
の
安
心
・
安
全
性
を
図

り
、
流
山
産
米
の
普
及
に
努
め
る
。
こ
の
た
め
、
学
校
給

食
米
に
提
供
す
る
市
内
農
家
に

JA
米
買
取
価
格
と
自
主

流
通
米
価
格
と
の
差
額
の
一
部
を
補
填
す
る
。

 

B 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
> 

お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
積
算
単
価
に
固
定
化
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
既
得
権
化
の
感
も
あ
る
。
契
約
単
価
の

見
直
し
・
給
食
導
入
回
数
の
見
直
し
な
ど
を
含
め
補
助
事

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
の
検
討
を
要
望
す
る
。

 

 
 

A 
別
掲
（
注

2）
参
照

 
 
 

B 
本
事
業
は
既
得
権
化
の
方
向
に
あ
る

 
。
地
産
地
消
対
策
の
名
目
の
も
と
で
、
旧
態
依

然
の
補
助
を
続
け
る
こ
と
な
く
、
契
約
単
価
の

見
直
し
な
ど
補
助
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
早

急
な
検
討
を
要
望
。

 

74
 
農
林
水
産
業
の
振
興

に
関
す
る
補
助
金

 
（
認
定
農
業
者
支
援

事
業
）

 

平
28

 
1 

2,
50

0 
2,

25
0 

25
0 
 
本
市
農
業
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
認
定
農
業

者
を
支
援
（
環
境
配
慮
型
農
業
資
材
の
購
入
費
の
一
部
補

助
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
化
を
図
り
さ
ら
な
る
農
業

振
興
を
図
る
。

 

B 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
> 

お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
認
定
農
業
者
と
い
え
ど
も

公
平
性
の
観
点
か
ら
資
材
の
調
達
等
は
自
力
で
行
う
こ

と
が
基
本
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
積
算
根
拠
（
資
材
補
助
）
に

基
づ
く
成
果
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
開
示
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

 

 
新
規
 

B 
 
た
だ
、
環
境
保
全
と
い
う
名
目

の
下
、
認
定
農
業
者
の
農
業
経
営
改
善
目
標
達

成
に
寄
与
す
る
と
い
う
説
明
だ
け
で
は
不
十

 
分
。
資
材
の
調
達
等
は
基
本
的
に
は
自
力
で
行

う
べ
き
も
の
。
他
の
農
業
従
事
者
と
の
公
平
性

の
観
点
、
ま
た
、
既
存
補
助
金
等
と
の
整
合
性

の
面
か
ら
も
市
農
業
政
策
全
体
の
中
で
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
要
望
。

 

76
 
農
林
水
産
業
の
振
興

に
関
す
る
補
助
金

 
（
流
山
市
園
芸
団
体

連
合
会
）

 

平
13

 
16

 
37

0 
37

0 
0 
 
市
内
農
家
が
加
入
し
て
い
る
全

15
出
荷
組
合
等
で
構

成
さ
れ
る
「
連
合
会
」
の
事
業
に
対
し
助
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
個
々
の
農
家
の
生
産
性
・
収
益
性
が
高
め
ら
れ
、

多
面
的
機
能
を
有
す
る
良
好
な
農
地
の
保
全
と
、
各
農
家

の
農
業
経
営
の
安
定
化
に
寄
与
す
る
。

 

B 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
> 

お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
積
算
根
拠
と
事
業
目
的
・

成
果
と
の
関
連
性
が
不
明
で
あ
る
。
積
算
内
訳
を
よ
り
具

体
的
に
明
示
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

 

 
 

B 
別
掲
（
注

2）
参
照

 
 

77
 
土
地
改
良
施
設
維
持

管
理
費
補
助
金

 
昭

63
 

29
 

3,
68

1 
3,

82
7 

△
14

6 
 
各
土
地
改
良
区
が
実
施
す
る
施
設
の
維
持
管
理
等
の
事

業
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
多
面
性
の
あ
る
水

田
の
健
全
な
保
全
を
促
進
し
、
水
害
の
防
止
、
水
稲
の
生

産
性
向
上
に
資
す
る
ほ
か
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保
や
地

球
環
境
の
保
全
に
も
寄
与
す
る
。

 

A 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
> 

事
業
目
的
か
ら
妥
当
と
す
る
が
、
長
期
補
助
事
業
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

 

 
 

A 
別
掲
（
注

2）
参
照

 
 
 

A 
補
助
が
長
期
・
固
定
化
に
あ
る
。
農
業

振
興
策
全
体
の
中
で
そ
の
在
り
方
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
市
に
お
い
て
も
各
土
地
改
良
区
の

実
態
を
把
握
し
、
優
先
度
を
踏
ま
え
、
計
画
性

を
も
っ
た
事
業
執
行
を
期
待
。

 

79
 
商
業
振
興
共
同
施
設

維
持
管
理
費
補
助
金

 
昭

61
 

31
 

2,
75

5 
3,

46
6 

△
71

1 
 
商
店
街
等
の
商
業
環
境
を
整
備
し
、
商
業
の
振
興
及
び

市
民
の
利
便
の
向
上
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
す
る
商
業
団
体
が
維
持
管
理
す
る
街
路
灯
等
の
共
同
施

設
の
経
費
（
電
気
料
等
）
の
一
部
補
助
。

 

B 
当
該
施
設
の
運
営
は
本
来
は
自
助
努
力
に
よ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
長
期
補
助
と
な
っ
て
い
る
が
、

一
方
で
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に
も
寄
与
し
て
い
る
こ
と

か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
。
し
か
し
、
自
立
化
に
向
け

て
の
改
善
・
努
力
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
要
望
す
る
。

 
な
お
、
要
望
し
て
い
た
高
率
補
助
の
見
直
し
の
件
に
つ

い
て
は
、
平
成

30
年
度
に
是
正
す
る
旨
検
討
す
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
評
価
し
た
い
。

 

 
 

B 
当
該
施
設
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
副
次
的
に
寄
与
、
お
お
む
ね
妥

当
と
す
る
が
、
当
該
施
設
等
の
維
持
管
理
事
業

は
各
商
業
団
体
基
盤
の
運
営
そ
の
も
の
。
そ
の

運
用
は
自
立
が
大
原
則
。
自
助
努
力
に
よ
る
自

立
化
に
向
け
て
の
改
善
努
力
を
要
望
。

 
 
 

C
 

LE
D
化
設
置
済
の

10
商
店
街
に
つ
い

て
従
来
の

2
分
の

1
補
助
か
ら
全
額
補
助
へ
と

変
更
す
る
こ
と
が
増
額
の
大
き
な
理
由
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
は
疑
問
。
商
店
街
施
設
の
維
持

管
理
は
事
業
運
営
の
基
盤
そ
の
も
の
で
あ
る

が
、
同
時
に
市
民
の
安
全
・
安
心
等
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
市
が
一
定
の
補
助
を

行
う
も
の
。
市
全
体
の
防
犯
体
制
の
あ
り
方
や

各
地
域
に
お
け
る
防
犯
施
設
の
維
持
・
管
理
と
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経
費
負
担
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
下
で
当
該
事
業

に
対
す
る
補
助
割
合
を
変
更
す
る
こ
と
は
理
解

で
き
な
い
。
再
検
討
が
必
要
。

 

80
 
流
山
商
工
会
議
所
事

業
補
助
金

 
平

22
 

7 
7,

50
0 

7,
50

0 
0 
 
本
市
の
総
合
的
な
経
済
発
達
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
商
工
会
議
所
の
行
う
事
業
（
経
営
相
談
、
各
種
研
修
会
、

後
援
会
の
開
催
や
事
務
の
代
行
、
金
融
斡
旋
等
の
事
業
）

に
対
し
、
そ
の
一
部
を
補
助
し
、
市
内
商
工
業
等
の
振
興

に
寄
与
す
る
。

 

B 
 
事
業
内
容
等
か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
法
人
の

運
営
は
自
立
が
基
本
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
行
政
代
行

的
事
業
が
あ
る
こ
と
も
承
知
す
る
が
、
自
主
事
業
の
拡
充

等
に
よ
り
運
営
基
盤
を
強
化
し
、
市
補
助
は
最
小
限
と
な

る
よ
う
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
積
算
根

拠
が
漠
然
と
し
て
い
る
。
各
事
業
費
目
に
つ
い
て
詳
細
な

開
示
を
要
望
す
る
。

 

 
 

B 
商
工
会
議
所
運
営
は
本
来
自
立
が
基

本
。
補
助
金
に
頼
ら
な
い
事
業
運
営
に
向
け
て

会
員
増
強
や
事
業
見
直
し
等
に
よ
る
自
主
財
源

強
化
策
等
事
業
基
盤
強
化
へ
の
改
善
を
要
望

 

81
 
商
業
振
興
共
同
施
設

設
置
等
事
業
費
補
助

金
 

昭
54

 
38

 
1,

56
8 

32
4 

1,
24

4 
 
商
店
街
の
環
境
を
整
備
し
、
商
業
の
振
興
及
び
市
民
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
商
店
街
等
が
実
施
す
る

共
同
施
設
の
設
置
経
費
等
（
街
路
灯
照
明
の

LE
D
化
電
球

へ
の
転
換
な
ど
省
エ
ネ
化
を
図
り
、
地
球
温
暖
化
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
）

の
一
部
補
助
。

 

B 
 
当
該
施
設
設
置
は
本
来
は
自
助
努
力
に
よ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
長
期
補
助
と
な
っ
て
い
る
が
、
一

方
で
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に
も
寄
与
し
て
い
る
こ
と
か

ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
。
た
だ
、
県
と
の
協
調
補
助
と

は
い
え
、
市
の
補
助
事
業
に
変
わ
り
は
な
く
、
各
商
店
街

が
自
助
努
力
を
図
る
こ
と
で
、
市
補
助
が
逓
減
化
す
る
こ

と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
自
前
設
置
等
に
向
け
て
の

努
力
に
つ
い
て
引
き
続
き
要
望
す
る
。

 

 
 

B 
№

79
の
評
価
コ
メ
ン
ト
に
同
じ
。

 

 
 

C
 
今
回
の
増
額
は
、
一
商
店
街
の
街
路

灯
撤
去
費
用
の
一
部
補
助
と
し
て
い
る
が
、
新

設
は
と
も
か
く
撤
去
費
用
に
ま
で
市
が
補
助
す

る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
他
の
商
店
街
と

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
疑
問
。
再
検
討
が
必

要
。

 

 
 

B 
当
該
施
設
設
置
は
自
助
努
力
で
行
う

こ
と
が
基
本
で
あ
る
旨
指
摘
し
て
き
て
い
る
。

今
後
の
補
助
の
在
り
方
（
補
助
率
の
逓
減
化
、

統
一
化
等
）
に
つ
い
て
の
引
き
続
き
の
検
討
を

要
望
。
な
お
、
前
回
指
摘
し
た
「
撤
去
の
み
の

場
合
の
補
助
は
疑
問
」
と
し
た
件
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
検
討
さ
れ
、
「
撤
去
の
み
の
場
合
は
補

助
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
」
と
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
評
価
。

 
82

 
商
店
街
空
き
店
舗
有

効
活
用
事
業
等
補
助

金
 

平
19

 
10

 
4,

50
8 

1,
84

0 
2,

66
8 
 
本
市
産
業
の
振
興
及
び
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
商
業
団
体
が
行
う
商
店
街
空
き
店
舗
有
効
活
用
事
業

及
び
商
業
活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
に
対
す
る
一

部
補
助
し
、
地
域
の
特
性
と
消
費
動
向
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
魅
力
あ
る
商
店
街
の
形
成
並
び
に
経
営
基
盤
の
安
定
化

及
び
活
性
化
に
寄
与
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
。

 

A 
 
地
域
の
活
性
化
等
に
つ
な
が
る
事
業
で
あ
り
、
妥
当
で

あ
る
。
た
だ
、
当
該
事
業
単
独
で
の
効
果
に
は
限
界
が
あ

る
。
他
の
政
策
（
税
制
面
等
）
と
協
調
し
た
事
業
展
開
を

図
り
、
さ
ら
な
る
事
業
推
進
に
期
待
す
る
。

 

 
 
<予
算
計
上
な
し
> 

 
 

B 
具
体
的
な
補
助
対
象
者
が
示
さ
れ
ず
、

か
つ
具
体
的
事
業
計
画
も
見
え
な
い
。

 
予
算
に
計
上
す
る
以
上
は
実
効
性
を
期
待
。

 
 
 

B 
新
規
創
業
申
請
者
の
適
格
性
等
に
つ

い
て
の
精
査
を
要
望
す
る
。

 

87
 
流
山
本
町
・
利
根
運
河

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事

業
補
助
金

 

平
23

 
6 

5,
61

0 
5,

66
5 

△
55

 
 
魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
事
業
と
し
て
、
当
該
地
域
の
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し

た
施
設
や
店
舗
の
開
設
に
よ
り
、
観
光
振
興
並
び
に
地
域

の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 
出
店
希
望
者
に
対
し
、
店
舗
の
賃
借
料
及
び
改
修
等
の

A 
 
徐
々
に
効
果
も
見
え
て
お
り
、
妥
当
と
す
る
が
、
駐
車

場
の
整
備
充
実
な
ど
依
然
と
し
て
課
題
も
多
く
あ
る
。

 
観
光
協
会
や
ふ
る
さ
と
産
品
協
会
等
と
の
連
携
を
強

化
さ
れ
、
さ
ら
な
る
本
市
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る
事
業

推
進
に
期
待
す
る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。
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経
費
を
一
部
補
助
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
観
光
資
源
を
創

出
し
、
既
存
の
観
光
資
源
と
の
回
遊
性
を
図
り
、
交
流
人

口
の
増
加
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
結
び
付
け
る
。

 

90
 
街
づ
く
り
組
織
活
動

費
補
助
金

 
平

24
 

5 
10

0 
10

0 
0 
 
「
流
山
市
街
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、
良
質
で
魅
力

的
な
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
市
民
等

の
団
体
（
「
地
区
街
づ
く
り
組
織
」
）
が
、
地
区
街
づ
く

り
計
画
等
を
作
成
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
補
助
。

 

C
 
 
事
業
目
的
は
理
解
で
き
る
が
、
実
績
が
伴
っ
て
い
な
い

事
業
で
あ
る
。
具
体
的
成
果
が
少
な
く
、
事
業
存
続
の
必

要
性
に
疑
問
が
あ
る
。
実
効
性
の
あ
る
事
業
へ
の
再
構
築

を
求
め
る
。

 

 
 

B 
本
事
業
開
始
後

2
年
間
の
実
績
不
十

分
、
か
つ
進
行
中
の
事
案
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

も
実
効
性
に
疑
義
が
あ
る
。
制
度
の
普
及
に
向

け
て
の
積
極
周
知
活
動
の
必
要
性
を
指
摘
。

 

94
 
小
中
学
校
特
色
あ
る

教
育
活
動
推
進
事
業

協
議
会
育
成
助
成
金

 

平
12

 
17

 
3,

25
0 

3,
25

0 
0 
 
幅
広
い
教
育
活
動
の
実
践
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
学
校

教
育
の
振
興
及
び
児
童
生
徒
の
健
全
な
育
成
に
寄
与
。

 
具
体
的
に
は
、
各
学
校
独
自
の
発
想
に
よ
る
特
色
あ
る

教
育
活
動
（
体
験
活
動
事
業
、
地
域
交
流
事
業
、
部
活
動

充
実
事
業
、
そ
の
他
特
色
あ
る
教
育
活
動
と
認
め
ら
れ
る

事
業
）
に
対
し
支
援
す
る
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
要
望
し
て
い
た
、
各
学
校
ご
と
の
事
業
内
容
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
生
徒

の
感
想
や
意
見
、
直
面
し
た
問
題
点
等
の
記
述
が
見
え
な

い
。
ま
た
、
学
校
に
よ
っ
て
事
業
内
容
に
差
が
見
ら
れ
る
。 

 
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
事
業
と
な
ら
な
い
よ
う
、
常
に
テ
ー

マ
と
成
果
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
 

B 
「
特
色
あ
る
教
育
活
動
」
と
称
す
る
事

業
の
内
容
と
そ
の
成
果
が
見
え
な
い
。
事
業
成

果
の
検
証
を
明
確
に
し
、
そ
の
成
果
を
次
の
事

業
に
反
映
す
る
等
更
な
る
改
善
が
必
要
。

 
 
 

B 
要
望
し
て
い
る
「
事
業
の
成
果
の
検
証

と
そ
の
成
果
の
次
の
事
業
へ
の
反
映
」
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
極
力

公
開
を
予
定
す
る
な
ど
一
定
の
改
善
を
評
価
。

公
開
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
の
プ
ロ
セ
ス
（
実

施
の
手
順
・
実
績
・
生
徒
の
感
想
及
び
意
見
等
）

が
見
え
、
か
つ
、
市
内
全
校
が
共
有
で
き
る
よ

う
な
内
容
と
な
る
こ
と
を
期
待
。

 
10

1 
私
立
幼
稚
園
園
児
補

助
金

 
昭

56
 

36
 

60
,8

00
 

59
,2

55
 

1,
54

5 
 
私
立
幼
稚
園
に
通
う
園
児
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
と
公
立
幼
稚
園
と
の
格
差
是
正
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
幼
児
教
育
の
推
進
に
資
す
る
。

 

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
10

4 
流
山
市
展
事
業
費
補

助
金

 
昭

54
 

38
 

36
0 

36
0 

0 
 
本
市
の
美
術
活
動
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
た
め
に
設
立

し
た
「
流
山
市
美
術
家
協
会
」
の
事
業
活
動
（
市
民
公
募

の
「
流
山
市
展
」
の
企
画
、
運
営
、
開
催
等
）
に
対
す
る

補
助
。

 

B 
 
長
期
・
固
定
化
、
マ
ン
ネ
リ
化
感
は
否
め
な
い
が
、
事

業
目
的
か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
。
た
だ
、
自
主
自
立

と
い
う
観
点
か
ら
も
で
き
る
だ
け
の
催
事
収
益
を
図
り
、

補
助
に
頼
る
こ
と
の
な
い
企
画
運
営
を
期
待
す
る
。

 

 
 

B 
事
業
内
容
の
見
直
し
等
の
改
善
努
力

は
み
ら
れ
る
が
、
補
助
の
長
期
・
固
定
化
・
マ

ン
ネ
リ
化
は
否
め
ず
。
財
源
強
化
策
等
自
主
・

自
立
化
に
向
け
た
見
直
し
・
検
討
を
要
望
。

 
10

5 
文
化
祭
事
業
費
補
助

金
 

昭
54

 
38

 
1,

30
0 

1,
30

0 
0 
 
本
市
に
お
け
る
文
化
芸
術
等
の
創
作
活
動
を
奨
励
し
、

そ
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
場
を
提
供
す
る
た
め
に
発

足
し
た
「
流
山
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
」
の
行
う
事
業
活

動
に
対
す
る
補
助
。

 

B 
長
期
・
固
定
化
、
マ
ン
ネ
リ
化
感
は
否
め
な
い
が
、
事

業
目
的
か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
。
た
だ
、
参
加
団
体

か
ら
の
負
担
も
多
く
あ
る
が
、
自
主
自
立
と
い
う
観
点
か

ら
も
で
き
る
だ
け
の
催
事
収
益
を
図
り
、
補
助
に
頼
る
こ

と
の
な
い
企
画
運
営
を
期
待
す
る
。

 

 
 

B 
事
業
内
容
の
見
直
し
等
の
改
善
努
力

は
み
ら
れ
る
が
、
補
助
の
長
期
・
固
定
化
・
マ

ン
ネ
リ
化
は
否
め
ず
。
財
源
強
化
策
等
自
主
・

自
立
化
に
向
け
た
見
直
し
・
検
討
を
要
望
。

 

10
6 
流
山
市
制
施
行

50
周

年
記
念
第
九
演
奏
会

事
業
補
助
金

 

平
29

 
0 

1,
00

0 
0 

1,
00

0 
 
流
山
市
制
施
行

50
周
年
を
記
念
し
、
「
市
民
で
第
九
を

歌
お
う
」
と
参
加
者
を
公
募
し
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
ア
リ
ー

ナ
で
第
九
演
奏
会
を
開
催
す
る
実
行
委
員
会
に
対
し
、
そ

の
事
業
費
の
一
部
を
補
助
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
。
た
だ
、
県
費
補
助
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、

市
補
助
が
減
額
と
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
催
事
収
入
の
さ
ら
な
る
確
保
と
支
出
面
の
見

直
し
を
図
り
、
市
補
助
が
さ
ら
に
減
額
と
な
る
よ
う
、
主

催
者
に
対
す
る
指
導
を
要
望
す
る
。

 

 
 
新
規

B 
事
業
経
費
の
算
出
基
準
が
不
明

 
確
。
再
検
討
し
、
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

 
極
力
自
主
財
源
の
確
保
、
支
出
面
の
見
直
し
を

 
図
る
べ
く
主
催
者
に
対
す
る
指
導
を
要
望
。

 

10
9 
青
少
年
育
成
団
体
連

携
事
業
費
補
助
金

 
昭

53
 

39
 

66
0 

66
0 

0 
 
青
少
年
健
全
育
成
に
関
す
る
様
々
な
課
題
解
決
に
は
、

一
団
体
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
直
接
子
ど
も
と
接
し
て
育

成
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
や
、
二
次
的
に
こ
れ
を
見
守

B 
 
事
業
目
的
は
理
解
で
き
、
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、

長
期
補
助
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
活
動
成
果
が
今

一
つ
見
え
な
い
感
が
あ
る
。
活
動
内
容
の
精
査
と
併
せ
て

 
 

B 
意
義
は
認
め
ら
れ
る
が
、
成
果
が
今
一

つ
見
え
な
い
。
運
営
費
の
殆
ど
が
補
助
金
と
い

う
極
め
て
特
異
で
あ
る
上
に
長
期
化
し
て
い
る
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る
各
種
団
体
な
ど
の
多
様
な
市
民
団
体
が
、
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
流

山
市
青
少
年
育
成
会
議
の
事
業
活
動
に
対
す
る
補
助
。

 

成
果
等
の
公
開
を
求
め
る
。

 
点
を
指
摘
。
活
動
内
容
の
精
査
を
要
望

 

11
2 
子
ど
も
会
育
成
事
業

費
補
助
金

 
昭

40
 

52
 

31
0 

31
0 

0 
 
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
に
、
「
流
山
市
こ
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
」
の
行
う
各
種
活
動
に
対
す
る
補

助
。

 

B 
 
事
業
目
的
か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
長
期
補
助

事
業
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
加
入
者
も
少
な
く
現
状
で
は

公
平
性
の
観
点
か
ら
も
疑
問
が
あ
る
。
会
員
増
強
策
等
を

最
優
先
に
行
い
、
さ
ら
に
は
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
事
業

の
改
善
を
求
め
る
。

 

 
 

B 
若
干
の
改
善
は
認
め
ら
れ
る
が
、
補
助

の
長
期
・
固
定
化
は
否
め
ず
。
事
業
内
容
を
精

査
す
る
等
活
動
の
活
性
化
、
魅
力
化
等
を
図
る

と
と
も
に
、
会
員
増
加
策
等
自
立
化
に
向
け
た

自
助
努
力
を
要
望

 

以
上
一
般
会
計
補
助
金
等
（

38
件
）
計

 
25

5,
46

0 
28

3,
20

3 
△

27
,7

43
 
 

12
2 
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん

ま
等
施
設
利
用
者
助

成
金

 
（
特
別
会
計
）

 

平
3 

26
 

1,
80

0 
2,

50
0 

△
70

0 
 
国
保
被
保
険
者
に
対
す
る
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、

末
梢
神
経
疾
患
又
は
運
動
器
疾
患
の
自
覚
症
状
を
持
つ
者

で
60
歳
以
上
の
者
が
、
市
の
指
定
す
る
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
等
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
に
そ
の
一
部
を
助
成
す

る
こ
と
で
、
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
る

 

B 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
お
お

む
ね
妥
当
で
あ
る
。
な
お
、
国
保
事
業
は
今
般
の
改
革
に

よ
り
、
平
成

30
年
度
か
ら
「
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
な
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業
運
営

の
確
保
等
を
行
う
。
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

改
革
の
狙
い
の
一
つ
で
あ
る
市
一
般
会
計
へ
の
依
存
体

質
か
ら
の
早
期
脱
却
を
期
待
す
る
。

 

 
 

B 
本
制
度
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

に
大
き
く
頼
っ
て
い
る
現
状
に
あ
り
、
助
成
に

当
た
っ
て
は
、
よ
り
一
層
適
正
な
運
用
・
改
善

に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
望

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
補
助
金
等
（

39
件
）
合
計

 
25

7,
26

0 
28

5,
70

3 
△

28
,4

43
 
<
Ａ
評
価
> 
18
件
、
<Ｂ
評
価
> 
1
9
件
、
<Ｃ
評
価
> 
2
件
、
<Ｄ
評
価
> 
0
件
 

（
注

1）
平
成

29
年

9
月

28
日
答
申
；
「
農
業
関
係
補
助
金
等
に
係
る
評
価
コ
メ
ン
ト
」

 
 
本
市
の
農
業
関
係
諸
事
業
は
、
平
成

29
年
度
に
お
い
て
も
、
先
に
示
さ
れ
た
「
流
山
市
農
業
振
興
基
本
指
針
」
（
以
下
「
指
針
」

と
い
う
。
）
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
関
係
補
助
金
等
に
つ
い
て
も
、
指
針
で
謳
っ
て
い
る

「
課
題
へ
の
対
応
（
①
減
少
を
続
け
る
経
営
耕
地
と
不
耕
作
地
へ
の
対
応
②
農
業
就
業
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
へ
の

対
応
③
農
住
混
在
化
に
配
慮
し
た
安
定
的
な
営
農
活
動
④
市
民
の
農
業
へ
の
理
解
と
協
力
⑤
国
策
へ
の
対
応
等
）
」
に
沿
っ
た
内
容

で
実
施
さ
れ
る
も
の
と
理
解
で
き
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
事
業
に
つ
い
て
そ
の
必
要
性
自
体
は
認
め
る
こ
と

と
し
、
各
事
業
ご
と
に
「
審
査
判
断
基
準
」
に
基
づ
き
審
査
・
評
価
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
事
業
も
「
妥
当
」
若
し
く

は
「
お
お
む
ね
妥
当
」
と
の
評
価
と
し
た
が
、
指
針
が
改
定
さ
れ
三
年
が
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
指
針
が
目
指
す
本
市

農
業
の
あ
り
方
へ
の
道
程
が
今
一
つ
見
え
な
い
感
が
あ
る
。
つ
ま
り
指
針
で
掲
げ
て
い
る
上
記
五
項
目
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
、

実
行
プ
ラ
ン
等
で
見
る
限
り
で
は
、
従
来
の
事
業
域
か
ら
脱
す
る
こ
と
な
く
継
続
実
施
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
内
容
の
も
の
が
多
く

に
見
ら
れ
、
説
明
に
お
い
て
も
必
要
性
は
強
調
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
殆
ど
に
目
立
っ
た
方
針
・
方
策
等
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
補

助
効
果
も
い
ま
一
つ
見
え
な
い
感
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
積
算
根
拠
を
含
め
事
業
内
容
等
の
見
直
し
等
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

多
く
の
事
業
に
固
定
化
・
既
得
権
化
の
兆
し
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
お
お
む
ね
妥
当
と
し
た
№

63
「
保

全
管
理
水
田
維
持
管
理
事
業
奨
励
金
」
で
は
、
保
全
管
理
意
識
が
高
く
自
己
管
理
し
て
い
る
所
有
者
と
市
に
依
存
が
見
ら
れ
る
所
有

者
等
と
で
は
公
平
性
の
観
点
か
ら
の
検
討
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
こ
と
や
、
妥
当
と
し
た
№

68
「
農
用
地
有
効
活
用
事
業
奨
励
金
」

に
つ
い
て
も
、
指
針
の
「
現
状
と
課
題
」
に
よ
る
と
「
当
該
制
度
を
知
ら
な
い
」
と
の
回
答
が
多
く
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

対
応
策
に
つ
い
て
の
検
討
が
見
ら
れ
な
い
な
ど
、
各
事
業
の
多
く
に
指
針
が
目
指
す
対
応
策
等
が
見
え
な
い
感
が
あ
る
。

 
本
審
議
会
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
指
針
で
謳
っ
て
い
る
①
～
⑤
に
つ
い
て
、
そ
の
対
応
方
針
等
を
逐
次
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
、

上
記
「
課
題
へ
の
対
応
」
の
④
市
民
の
農
業
へ
の
理
解
と
協
力
に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。
農
業
政
策
に
は
国
の
法
令
上
の
制
約

も
あ
り
、
加
え
て
、
大
都
市
近
郊
で
あ
る
が
故
の
本
市
農
業
の
厳
し
さ
等
か
ら
、
「
既
存
農
業
の
現
状
維
持
を
目
的
と
し
た
経
済
的

支
援
」
を
市
に
求
め
る
農
業
者
の
声
が
多
く
あ
る
こ
と
も
承
知
す
る
が
、
事
業
経
営
で
あ
る
以
上
、
自
立
が
基
本
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

農
住
混
在
地
域
に
あ
る
本
市
農
業
の
特
色
を
活
か
し
た
農
業
経
営
の
構
築
等
に
よ
り
自
立
化
に
向
け
た
自
助
努
力
を
行
い
、
補
助
は

必
要
最
低
限
の
も
の
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
を
含
め
た
よ
り
一
層
の
尽
力
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

（
注

2）
平
成

26
年

10
月

1
日
答
申
；
「
農
業
関
係
補
助
金
等
に
係
る
評
価
コ
メ
ン
ト
」
（
要
約
）

 
「
流
山
市
農
業
振
興
基
本
指
針
」
（
平
成

26
年

2
月
改
訂
版
）
で
一
定
の
方
向
が
示
さ
れ
た
の
で
、
今
後
は
本
基
本
指
針
に
基
づ
い
て

各
事
業
が
実
施
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
、
基
本
指
針
に
い
う
①
増
加
す
る
不
耕
作
地
対
応
②
農
地
の
適
正
維
持
管
理
へ
の
対
応
③
農
業
人

口
減
少
へ
の
対
応
④
農
住
混
在
農
園
支
援
の
各
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
妥
当
と
評
価
、
し
か
し
、
そ
の
他
の
事
業
は
、
殆
ど
が
長
期
化
・

固
定
化
、
ま
た
、
指
針
等
を
み
て
も
目
立
っ
た
改
善
・
改
革
策
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
概
し
て
「
お
お
む
ね
妥
当
」
と
評
価
。
厳
し
い

状
況
に
あ
る
本
市
の
農
業
経
営
と
い
え
ど
も
、
自
立
が
基
本
。
大
都
市
近
郊
の
農
住
混
在
化
地
域
に
あ
る
本
市
の
特
色
を
有
利
に
活
か
す

等
各
事
業
と
も
自
立
化
に
向
け
て
の
見
直
し
検
討
を
要
望
。
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 【
別
表
2】
「
書
面
審
査
補
助
金
等
（
50
件
）
」
に
対
す
る
評
価
一
覧
 
 
  
  
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 

 
 
（
注
）
前
年
度
予
算
額
は
当
初
予
算
額
、
ま
た
、
<参
考
>欄
の
評
価
コ
メ
ン
ト
は
「
要
約
」
で
あ
る
。

 

 番
 
号

 

 
補
助
金
等
名
称

 
 
創
設

 
年
度

 

 経
過

 
年
数

 
（
年
）

 

補
助
金
等
予
算
額

 
 

補
助
金
等
の
趣
旨
・
目
的

 
総
 
 
合
 
 
評
 
 
価

 
参
考
 

 
は
平
成
2
6
年
度
予
算
す
べ
て
を
評
価
 

平
 
成

 
29
年
度

 
（
千
円
）

 

平
 
成

 
28
年
度

 
（
千
円
）

 

 
増
減
額

 
（
千
円
）

 

評
  価
 

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト

 

 
は
平
成
27
年
度
増
額
等
予
算
要
求
事
項
の
評
価
 

 
は
平
成
28
年
度
増
額
等
予
算
要
求
事
項
の
評
価
 

 
は
平
成
29
年
度
増
額
等
予
算
要
求
事
項
の
評
価

 

1 
政
務
活
動
費

 
平

13
 

16
 

13
,4

40
 

13
,4

40
 

0 
市
議
会
議
員
が
政
策
立
案
又
は
提
案
を
行
う
た
め
の
調

査
及
び
研
究
に
資
す
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る
経
費
。

 
―

 
議
会
の
議
論
に
委
ね
る
こ
と
と
す
る
。

 
 
 

A 
議
会
の
議
論
に
委
ね
る
。

 

6 
自
治
会
掲
示
板
設
置

費
補
助
金

 
平

22
 

7 
33

0 
15

0 
18

0 
市
民
の
福
祉
の
向
上
及
び
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
に
寄

与
す
る
た
め
、
自
治
会
が
行
う
掲
示
板
設
置
に
要
す
る
経

費
の
一
部
補
助
。

 

A 
妥
当
で
あ
る
が
、
緊
要
度
等
の
実
態
を
把
握
し
、
計
画

的
な
実
施
を
要
望
す
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
実
態
・
緊
急
度
を
把
握
、
計
画
的
な

 
実
施
と
予
算
の
平
準
化
に
つ
い
て
検
討
要
望
。

 

7 
自
治
会
館
維
持
管
理

費
補
助
金

 
昭

56
 

36
 

7,
48

8 
7,

48
8 

0 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
集
会
施

設
で
あ
る
自
治
会
館
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
の
一
部

補
助
。

 

A 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
補
助
内
容
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 

8 
自
治
会
館
維
持
管
理

費
（
大
規
模
修
繕
・
冷

暖
房
機
器
設
置
）
補
助

金
 

昭
56

 
36

 
4,

70
0 

2,
14

0 
2,

56
0 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
集
会
施

設
で
あ
る
自
治
会
館
の
大
規
模
修
繕
及
び
冷
暖
房
機
器
設

置
に
要
す
る
経
費
の
一
部
補
助
。

 

A 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
補
助
内
容
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。
た
だ
、
各
自
治
会
の
実
態
を
把
握
の
上
、
計
画

的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
引
き
続
き
要
望
す
る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
  
 

A 
上
記
（
№

6）
と
同
じ
要
望
。

 

9 
自
治
会
館
建
設
事
業

補
助
金

 
昭

52
 

40
 

21
,7

00
 

6,
70

0 
15

,0
00

 
 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
集
会
施

設
で
あ
る
自
治
会
館
の
建
設
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部

補
助
。

 

A 
妥
当
で
あ
る
が
、
緊
要
度
等
の
実
態
を
把
握
し
、
計
画

的
な
実
施
を
要
望
す
る
。

 
 
 
<予
算
計
上
な
し
> 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
上
記
（
№

6）
と
同
じ
要
望
。

 

11
 
防
犯
灯
電
気
料
金
等

補
助
金

 
平

1 
28

 
31

6 
32

7 
△

11
 

防
犯
灯
は
、
夜
間
に
お
け
る
通
行
者
の
安
全
確
保
・
犯

罪
等
の
未
然
防
止
を
図
り
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
に

寄
与
し
て
い
る
。
こ
の
防
犯
灯
を
維
持
管
理
す
る
自
治
会

に
対
し
、
そ
の
電
気
料
金
の
一
部
を
補
助
す
る
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
が
、
LE

D
化
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
の
原

因
究
明
と
そ
の
解
決
策
等
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
開
示

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
長
期
補
助
事
業
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。

 

 
 

A 
電
気
料
金
節
約
の
た
め
に
も

LE
D

 
化
の
設
置
推
進
を
要
望
。

 

13
 
重
度
障
害
者
自
動
車

燃
料
費
助
成
金

 
平

12
 

17
 

14
,3

91
 

14
,1

48
 

24
3 
 
日
常
生
活
を
営
む
上
で
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る
こ
と

が
困
難
な
た
め
、
自
動
車
の
運
行
を
必
要
と
す
る
障
害
者

に
燃
料
費
の
一
部
を
助
成
し
、
障
害
者
の
社
会
参
加
及
び

自
立
の
促
進
を
図
る
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
が
、
積
算
根
拠
を
単
に
平
成

28
年
度
決

算
見
込
み
と
し
て
い
る
。
利
用
人
員
の
把
握
に
努
め
る
な

ど
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
  
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 

14
 
福
祉
保
養
所
利
用
助

成
金

 
昭

53
 

39
 

60
 

60
 

0 
 

30
人
以
上
で
福
祉
保
養
所
を
利
用
す
る
団
体
の
中
に
、

障
害
者
、
要
介
護
認
定
者
と
そ
の
介
護
人
が
い
る
場
合
、

そ
の
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
障
害
者
の
社

会
参
加
の
促
進
を
図
る
。

 

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。
た
だ
、
助
成
額
の
積
算
根
拠
を
明
確
に
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 

15
 
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

補
助
金

 
昭

57
 

35
 

21
,8

25
 

29
,4

32
 
△

7,
60

7 
 
市
内
に
居
住
す
る
重
度
障
害
者
が
社
会
活
動
の
範
囲
の

拡
大
に
資
す
る
た
め
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
、

そ
の
運
賃
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
障
害
者
の
在
宅
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

 

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。
た
だ
、
積
算
根
拠
を
単
に
平
成

28
年
度
決
算

見
込
み
と
し
て
い
る
。
利
用
人
員
の
把
握
に
努
め
る
な
ど

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 

19
 
心
身
障
害
者
一
時
介

護
料
助
成
金

 
平

7 
22

 
1,

69
9 

2,
25

0 
△

55
1 
 
在
宅
心
身
障
害
者
（
児
）
を
介
護
し
て
い
る
保
護
者
が
、

疾
病
等
の
理
由
に
よ
り
家
庭
内
で
の
介
護
が
困
難
と
な
り

一
時
的
に
有
料
で
介
護
を
依
頼
し
た
場
合
の
介
護
費
用
等

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
、
障
害
者
（
児
）
及
び
介
護

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。
た
だ
、
積
算
根
拠
を
単
に
平
成

28
年
度
決
算

見
込
み
と
し
て
い
る
。
利
用
人
員
の
把
握
に
努
め
る
な
ど

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
 

A 
 
妥
当
で
あ
る
。

 



20
 

 

者
の
精
神
的
、
肉
体
的
負
担
及
び
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
。

 

21
 
身
体
障
害
者
住
宅
改

造
費
助
成
金

 
平

7 
22

 
60

0 
60

0 
0 
 
身
体
障
害
者
又
は
当
該
身
体
障
害
者
の
主
た
る
扶
養
義

務
者
が
、
障
害
者
の
住
居
と
し
て
適
応
さ
せ
る
べ
く
住
宅

の
改
造
を
行
っ
た
場
合
、
改
造
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
の

日
常
生
活
の
利
便
の
向
上
と
自
立
の
促
進
を
図
る
。

 

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
  
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 

23
 
障
害
者
支
援
施
設
等

通
所
交
通
費
助
成
金

 
平

19
 

10
 

5,
47

9 
5,

47
9 

0 
 
心
身
障
害
者
小
規
模
福
祉
作
業
所
、
精
神
障
害
者
共
同

作
業
所
、
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
等
に
通
う
障
害
者
に

交
通
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の
就

労
意
欲
、
自
立
意
欲
を
向
上
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
生
活
の
安

定
を
図
り
、
一
層
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
が
、
積
算
根
拠
を
単
に
平
成

28
年
度
決

算
見
込
み
と
し
て
い
る
。
利
用
人
員
の
把
握
に
努
め
る
な

ど
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 

24
 
障
害
者
福
祉
施
設
整

備
事
業
補
助
金

 
平

14
 

15
 

13
7,

70
8 

0 
13

7,
70

8 
 
市
内
に
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
こ
と
で

 
、
在
宅
障
害
者
の
親
亡
き
後
の
生
活
の
場
が
確
保
さ
れ
、

障
害
者
を
抱
え
る
介
護
者
の
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
障
害
者
が
生
ま
れ
育
っ
た
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
福
祉
法
人
の
「
ま
ほ

ろ
ば
の
里
」
か
ら
、
本
市
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
施
設
整

備
に
向
け
て
の
「
社
会
福
祉
施
設
整
備
事
業
計
画
書
」
の

提
出
が
あ
り
、
内
容
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
妥
当
で
あ
る
こ

と
か
ら
整
備
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
 
ま
た
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置
が
義
務
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
市
内
の

N
PO
法
人
が
設
置
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
、
利
用
者
の
安
全
を
図
る
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
が
、
事
業
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
予
算

の
枠
内
で
の
執
行
と
な
る
よ
う
指
導
さ
れ
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

 
 

 

 
 
<予
算
計
上
な
し
> 

  
 

A 
 

予
算
要
求
が
あ
り
、
審
議
会
と
し
て
は
妥
当

 
で
あ
る
旨
評
価
し
た
が
、
予
算
計
上
さ
れ
ず
。

 
  
 

A 
執
行
予
定
額
が
不
確
定
で
あ
る
。

 
予
算
の
適
正
執
行
に
つ
い
て
の
指
導
管
理
に
万

 
全
を
期
す
べ
く
要
望
。

 

26
 
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
利
用
助
成
金

 
平

18
 

11
 

80
0 

12
0 

68
0 
 
障
害
者
及
び
障
害
者
（
児
）
の
保
護
者
が
「
障
害
者
総

合
支
援
法
」
に
基
づ
く
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用

し
た
と
き
に
生
じ
る
自
己
負
担
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と

で
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
が
、
制
度
利
用
の
複
雑
さ
を
指
摘
し
た
経

緯
が
あ
る
。
利
用
し
や
す
い
制
度
な
る
よ
う
引
き
続
き
検

討
さ
れ
る
と
と
も
に
、
積
算
単
価
の
根
拠
が
不
明
確
で
あ

る
。
検
討
を
要
望
す
る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
  
 

A 
助
成
実
績
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。

 
手
続
き
の
簡
素
化
等
利
用
し
易
い
制
度
に
向
け

 
て
の
改
善
を
要
望

 

30
 
就
労
支
援
施
設
利
用

者
負
担
助
成
金

 
平

19
 

10
 

91
4 

43
6 

47
8 
 
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
に
よ
り
、
就
労
支
援
施
設
利

用
者
の
原
則

1
割
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
る
就
労
意

欲
の
減
退
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
助
成
で
、
こ

の
こ
と
に
よ
り
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
の
負
担
を
軽
減
し

 
、
障
害
者
の
自
立
の
促
進
を
図
る
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
  
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 

32
 
民
間
知
的
障
害
者
支

援
施
設
運
営
費
補
助

金
 

平
4  

25
  

15
,0

00
 

15
,0

00
 

0 
 
市
内
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
「
ま
ほ
ろ
ば
の
里
」
が
運

営
す
る
知
的
障
害
児
（
者
）
通
所
施
設
や
短
期
入
所
施
設

「
つ
つ
じ
園
」
、
「
コ
ス
モ
ス
」
、
「
地
域
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
ほ
ろ
ば
」
等
の
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

そ
の
経
営
の
安
定
を
図
り
、
も
っ
て
障
害
者
の
福
祉
の
増

A 
 
妥
当
で
あ
る
が
、
長
期
補
助
事
業
と
な
っ
て
い
る
と
と

も
に
、
補
助
額
も
固
定
化
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
運
営
に

厳
し
さ
の
あ
る
社
会
福
祉
法
人
と
理
解
は
す
る
が
、
事
業

運
営
の
基
本
は
自
立
で
あ
る
。
自
前
収
入
の
増
加
策
等
、

法
人
の
収
支
状
況
の
改
善
に
努
め
、
自
立
化
へ
向
け
た
改

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
が
、
社
会
福
祉
法
人
と

 
い
え
ど
も
自
立
は
基
本
。
自
前
収
入
増
加
策
等

 
に
よ
り
自
立
化
へ
の
改
善
を
要
望

 



21
 

 

進
を
図
る
。

 
善
に
期
待
す
る
。

 

35
 
高
齢
者
住
宅
改
造
費

助
成
金

 
平

7 
22

 
4,

00
0 

4,
25

0 
△

25
0 
 
居
宅
で
日
常
生
活
を
営
む
上
で
、
移
動
等
に
支
障
が
あ

る
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
概
ね

65
歳

以
上
の
高
齢
者
又
は
そ
の
介
助
者
が
手
す
り
の
設
置
、
段

差
の
解
消
、
ト
イ
レ
・
浴
室
等
の
改
造
を
行
っ
た
場
合
、

そ
の
改
造
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

 

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 

36
 
社
会
福
祉
施
設
整
備

資
金
借
入
金
補
助
金

 
平

11
 

18
 

3,
25

0 
3,

25
0 

0 
 
 
老
人
福
祉
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
施
設

整
備
借
入
金
へ
の
補
助
及
び
借
入
金
利
子
の
補
給
を
行

う
こ
と
で
、
当
該
法
人
の
施
設
整
備
の
促
進
及
び
経
営

の
健
全
化
並
び
に
入
所
者
等
へ
の
処
遇
の
向
上
を
図

り
、
も
っ
て
高
齢
者
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
が
、
社
会
福
祉
法
人
と
い
え
ど
も
事
業
経

 
営
は
自
助
努
力
が
基
本
で
あ
り
、
自
前
調
達
化
に
向
け
た

 
自
助
努
力
を
引
き
続
き
要
望
す
る
。
ま
た
、
特
定
団
体
等

 
へ
の
か
か
る
経
費
補
助
は
長
期
と
な
る
こ
と
か
ら
、
公
平

 
性
の
面
か
ら
も
精
査
が
必
要
で
あ
る
。
交
付
期
間
や
補
給

 
率
に
つ
い
て
の
不
断
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

 

 
 

A 
妥
当
と
す
る
が
、
社
会
福
祉
法
人
と

 
い
え
ど
も
自
立
運
営
が
基
本
。
今
後
自
前
調
達

 
化
に
向
け
た
自
助
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

 
37

 
社
会
福
祉
施
設
整
備

資
金
借
入
金
利
子
補

助
金

 

平
11

 
18

 
69

 
11

8 
△

49
 

44
 
私
立
保
育
所
整
備
費

借
入
金
利
子
補
給
金

 
平

4 
25

 
18

5  
22

0 
△

35
 
 
社
会
福
祉
法
人
が
、
私
立
保
育
園
創
設
の
際
に
施
設
整

備
資
金
と
し
て
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
、
そ

の
利
子
の
一
部
を
補
給
す
る
こ
と
で
、
当
該
保
育
園
の
運

営
の
安
定
化
及
び
保
育
の
向
上
を
図
る
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
が
、
事
業
経
営
は
自
助
努
力
が
基
本
で
あ

 
る
。
ま
た
、
特
定
団
体
等
へ
の
か
か
る
経
費
補
助
は
長
期

 
と
な
る
こ
と
か
ら
、
公
平
性
の
面
か
ら
も
精
査
が
必
要
で

 
あ
る
。
交
付
期
間
や
補
給
率
に
つ
い
て
の
不
断
の
検
討
が

 
求
め
ら
れ
る
。

 

 
 
<予
算
計
上
な
し
> 

58
 
再
生
資
源
物
回
収
事

業
奨
励
金

 
平

3 
26

 
10

1,
78

7 
10

3,
90

4  
△

2,
11

7 
 
地
域
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
あ
る
集
団
回
収
は
、
廃
棄

物
の
減
量
・
資
源
化
に
有
効
で
あ
り
、
ご
み
処
理
費
の
削

減
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
回
収
し
た
再
生

資
源
物
を
市
に
登
録
し
て
い
る
再
生
資
源
物
収
集
運
搬
業

者
が
収
集
し
、
適
正
に
処
理
し
た
量
に
対
し
奨
励
金
を
交

付
し
、
資
源
の
再
利
用
に
寄
与
す
る
。

 

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。
た
だ
、
奨
励
金
単
価
に
つ
い
て
は
、
市
場
価
格

を
睨
ん
だ
不
断
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 

61
 
障
害
者
職
場
実
習
奨

励
金

 
平

7 
 

22
 

28
0 

17
5 

10
5 
 
公
共
職
業
安
定
所
、
特
別
支
援
学
校
、
市
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
、
公
共
福
祉
施
設
等
の
紹
介
に
よ
り
、
市

内
に
居
住
す
る
障
害
者
を

6
日
間
以
上
の
職
場
実
習
に
受

け
入
れ
た
事
業
主
に
対
し
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と
で

障
害
者
の
雇
用
を
促
進
し
、
も
っ
て
社
会
進
出
と
生
活
の

安
定
を
図
る
。

 

A 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。
た
だ
、
積
算
根
拠
（
員
数
・
単
価
）
が
不
明
確

で
あ
る
。
受
入
れ
先
の
事
前
把
握
に
努
め
る
な
ど
、
積
算

根
拠
を
明
確
に
示
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
  
 

A 
増
額
の
根
拠
が
不
明
確
。
関
係
機
関
と

の
情
報
交
換
を
密
に
し
、
受
入
れ
先
の
事
前
把

握
に
努
め
る
な
ど
積
算
に
当
た
っ
て
一
定
の
工

夫
が
必
要
。

 

70
 
農
業
近
代
化
資
金
利

子
補
給
金

 
昭

37
 

55
 

18
 

1 
17

 
 
農
業
の
近
代
化
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
生
産
施
設

整
備
の
拡
充
、
園
芸
作
物
等
の
施
設
化
と
機
械
化
の
促
進

を
図
る
た
め
、
「
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
」
に
基
づ
き

融
資
を
受
け
た
資
金
に
対
す
る
利
子
補
給
を
行
う
。

 

B 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
> 

 
現
に
融
資
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
利
子
補
給
、
お

お
む
ね
妥
当
で
あ
る
。
た
だ
、
近
代
化
を
唱
え
て
55
年

の
長
期
補
助
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
 

 
 

B 
 

農
業
関
係
補
助
金
に
つ
い
て
は
【
表
1】
別
掲

（
注

2）
を
参
照
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 

73
 
農
業
振
興
資
金
利
子

補
給
金

 
平

28
 

1 
23

2 
74

 
15

8 
 
農
業
後
継
者
及
び
新
た
に
農
業
を
営
む
者
、
経
営
の
安

定
化
と
近
代
化
を
目
指
す
者
に
融
資
機
関
を
通
じ
て
農
業

振
興
資
金
を
貸
し
付
け
、
利
子
補
給
を
行
い
、
効
率
的
で

安
定
的
な
農
業
経
営
を
推
進
す
る
。

 

B 
農
業
関
係
補
助
金
等
全
般
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は

 
別
掲
<
（
注
１
）
参
照
> 

現
に
融
資
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
利
子
補
給
、
お

お
む
ね
妥
当
で
あ
る
。
た
だ
、
新
規
就
農
希
望
者
が
い
な

い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
周
知
を
徹
底
し
、
目

的
に
沿
っ
た
制
度
運
用
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
 

 
 
新
規

B 
創
設
に
当
た
っ
て
は
、
農
業
関

 
係
の
従
来
の
資
金
と
の
違
い
や
整
合
性
、
必
要

 
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
要
望
。

 
 
 

B 
対
象
者
に
本
事
業
の
狙
い
の
一
つ
で

 
あ
る
新
規
就
農
希
望
者
が
一
人
も
い
な
い
。
周

 
知
等
を
含
め
何
ら
か
の
工
夫
を
要
望
。

 



22
 

 78
 
中
小
企
業
資
金
融
資

利
子
補
給
金

 
昭

43
 

49
 

12
,2

19
 

14
,1

17
 
△

1,
89

8 
 
中
小
企
業
資
金
融
資
の
貸
付
者
に
対
し
、
融
資
額
の
借

入
利
息
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
事
業
者

の
負
担
の
軽
減
と
経
営
の
安
定
に
寄
与
し
、
市
内
中
小
企

業
者
の
育
成
と
振
興
を
図
る
。

 

A 
 
長
期
補
助
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
貸
付
者
に
対
す

る
利
子
補
給
で
あ
る
こ
と
か
ら
妥
当
で
あ
る
。

 
 
た
だ
、
企
業
経
営
の
基
盤
強
化
は
自
助
努
力
が
基
本
で

あ
り
、
か
つ
、
か
か
る
経
費
補
助
は
長
期
化
と
な
る
こ
と

か
ら
、
公
平
性
の
面
か
ら
の
精
査
は
免
れ
ら
れ
な
い
。
交

付
期
間
や
補
給
率
に
つ
い
て
の
不
断
の
検
討
が
求
め
ら

れ
る
。

 

 
 

A 
中
小
零
細
企
業
と
い
え
ど
も
経
営
基

盤
の
強
化
策
は
企
業
の
自
助
努
力
が
基
本
。

 
利
子
補
給
率
等
の
圧
縮
に
向
け
て
産
業
振
興

策
全
体
の
中
で
の
継
続
的
見
直
し
が
必
要
。

 
 
 

A 
長
期
補
助
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
企
業
経
営
の
基
盤
強
化
は
自
助
努
力
が
基

本
で
あ
る
旨
指
摘
し
て
き
て
い
る
。
利
子
補
給

率
の
圧
縮
等
を
含
め
、
引
き
続
き
の
検
討
を
要

望
。

 

83
 
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21
認
証
登
録
支
援
事
業

補
助
金

 

平
25

 
4 

50
 

50
 

0 
 
環
境
関
係
の
認
証
制
度
で
あ
る

IS
O
の
取
得
ま
で
は
必

要
と
し
な
い
中
小
零
細
企
業
者
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の

と
し
て
、
比
較
的
安
い
費
用
で
認
証
を
得
る
こ
と
が
可
能

な
制
度
で
、
市
内
中
小
零
細
企
業
に
と
っ
て
は
非
常
に
有

益
な
制
度
で
あ
り
、
当
該
認
証
を
受
け
た
企
業
の
社
会
的

な
評
価
も
上
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

市
内
企
業
育
成
の
観
点
か
ら
本
制
度
の
認
証
取
得
に
要
す

る
費
用
を
助
成
す
る
。

 

B 
 
事
業
目
的
を
理
解
し
、
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
実

績
に
乏
し
い
事
業
で
あ
る
。
取
得
メ
リ
ッ
ト
等
の
周
知
に

よ
る
機
運
の
醸
成
を
優
先
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
か
か
る
実
績
か
ら
毎
年
度
予
算
化
す
る

必
要
性
に
は
疑
問
が
あ
る
。
予
算
化
は
政
策
誘
導
的
側
面

が
あ
る
こ
と
も
理
解
す
る
が
、
該
当
者
が
出
た
場
合
に
は

補
正
予
算
で
対
応
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
る
。

 
 

 
 

A 
平
成

25
年
度
創
設
以
来
事
業
実
績
が

上
が
っ
て
い
な
い
。
当
該
認
証
取
得
効
果
・
メ

リ
ッ
ト
等
の
積
極
的
周
知
を
要
望
。

 
 
 

B 
具
体
的
補
助
対
象
者
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。
単
に
予
算
計
上
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、

安
易
と
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
該
認
証
取
得

に
つ
い
て
の
メ
リ
ッ
ト
等
が
今
一
つ
見
え
な

い
。
メ
リ
ッ
ト
等
を
検
討
の
上
、
幅
広
く
周
知
、

し
、
取
得
機
運
の
醸
成
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を

要
望
。

 

84
 
流
山
花
火
大
会
事
業

補
助
金

 
昭

51
 

41
 

6,
00

0 
6,

00
0 

0 
 
伝
統
あ
る
流
山
花
火
大
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
郷
土
愛

の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
外
か
ら
の
多
く
の
来
場

者
を
迎
え
る
観
光
資
源
と
し
て
の
定
着
等
を
図
り
、
交
流

人
口
の
増
加
を
目
指
す
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
催
事
収
入
増
を
図
る
こ

と
で
市
補
助
が
逓
減
化
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

 
ま
た
、
長
期
補
助
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 

85
 
ふ
る
さ
と
産
品
協
会

事
業
補
助
金

 
平

1 
28

 
35

0 
40

0 
△

50
 
 
郷
土
流
山
の
土
産
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
、
ふ
る
さ
と

産
品
の
発
掘
及
び
推
奨
を
は
じ
め
、
普
及
、
宣
伝
活
動
を

通
じ
、
地
場
産
業
の
発
展
及
び
市
民
の
ふ
る
さ
と
意
識
の

高
揚
に
寄
与
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
産
品
協
会
」
の
事
業

活
動
に
対
す
る
補
助
。

 

B
 
 
事
業
目
的
か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
長
期
・
固

定
化
し
、
か
つ
目
立
っ
た
成
果
が
見
え
な
い
感
が
あ
る
。

観
光
開
発
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
魅
力
の
あ
る
ふ
る
さ

と
産
品
の
開
発
等
具
体
的
成
果
を
期
待
す
る
。

 

 
 

B 
一
定
の
改
善
は
見
ら
れ
る
が
、
長
期
補

助
の
割
に
は
効
果
的
な
新
産
品
の
開
発
。
定
着

化
に
至
っ
て
い
な
い
感
が
あ
る
。
観
光
振
興
策

と
の
連
携
を
深
め
る
な
ど
新
た
な
視
点
か
ら
の

研
究
・
開
発
の
必
要
が
あ
る
。

 

86
 
観
光
協
会
事
業
補
助

金
 

昭
46

 
46

 
35

0 
35

0 
0 
 
流
山
市
の
観
光
振
興
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
市
に

お
け
る
観
光
の
開
発
、
施
設
の
整
備
、
観
光
宣
伝
等
を
行

い
、
市
の
産
業
文
化
の
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
て
い
る
「
観
光
協
会
」
の
事
業

活
動
に
対
す
る
補
助
。

 

A 
長
期
補
助
事
業
で
は
あ
る
が
、
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ

し
努
力
等
も
見
え
、
補
助
自
体
は
妥
当
と
す
る
が
、
依
然

具
体
的
成
果
に
乏
し
い
感
は
否
め
な
い
。
上
記
ふ
る
さ
と

産
品
活
動
等
と
の
連
携
や
、
市
民
の
知
恵
を
結
集
し
た
斬

新
さ
の
見
え
る
観
光
事
業
の
開
発
を
期
待
す
る
。

 

 
 

A 
新
規
事
業
を
取
り
入
れ
る
な
ど
一
定

の
改
善
は
認
め
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
、
会
員
増

強
、
自
主
事
業
に
よ
る
財
源
確
保
等
自
主
・
自

立
に
向
け
て
の
改
善
・
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

 

91
 
保
存
樹
木
・
樹
林
補
助

金
 

昭
48

 
44

 
1,

23
8 

1,
31

0 
△

72
 
 
良
好
な
環
境
確
保
及
び
美
観
、
風
致
を
維
持
す
る
た
め

に
、
所
有
者
と
共
同
で
み
ど
り
の
保
全
に
取
り
組
む
事
業

で
、
巨
木
な
ど
風
景
を
演
出
す
る
樹
林
や
樹
形
が
特
に
優

れ
て
い
る
樹
木
を
「
保
存
樹
木
」
、
樹
木
の
集
団
を
「
保

存
樹
林
」
と
し
て
指
定
し
、
そ
の
管
理
・
保
全
を
所
有
者
・

管
理
者
に
努
め
て
も
ら
う
た
め
の
報
償
的
補
助
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
が
、
長
期
補
助
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 



23
 

 92
 
み
ど
り
の
ま
ち
な
み

整
備
事
業
補
助
金

 
昭

63
 

29
 

50
0 

50
0 

0 
 
緑
豊
か
な
「
ふ
る
さ
と
流
山
」
の
実
現
と
災
害
発
生
時

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
等
の
未
然
防
止
に
資
す
る
た

め
、「
み
ど
り
の
ま
ち
な
み
整
備
事
業
（
外
構
の
生
垣
化
）
」

を
実
施
し
た
市
民
に
対
す
る
経
費
補
助
。

 

A 
 
事
業
目
的
か
ら
妥
当
と
す
る
が
、
実
績
が
減
少
し
て
き

て
い
る
。
長
期
補
助
事
業
と
も
な
っ
て
お
り
、
事
業
内
容

に
つ
い
て
見
直
す
時
期
到
来
の
感
が
あ
る
。

 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 

95
 
児
童
生
徒
大
会
派
遣

事
業
補
助
金

 
平

18
 

11
 

1,
95

2 
1,

95
2 

0 
 
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
、
学
校
及
び
本
市
を
中

心
と
す
る
地
区
を
代
表
し
て
、
県
・
関
東
・
全
国
の
各
総

合
体
育
大
会
及
び
文
化
的
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
た
め

の
旅
費
等
の
派
遣
費
の
補
助
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 

96
 
小
中
学
校
教
育
研
究

会
補
助
金

 
平

3 
26

 
89

2 
89

2 
0 
 
流
山
市
内

25
校
の
教
職
員
が
、
教
育
現
場
実
践
上
の
諸

問
題
に
つ
い
て
研
究
協
議
し
、
そ
の
解
明
を
目
指
し
、
ま

た
、
授
業
実
践
、
実
技
研
修
を
通
し
て
共
同
で
研
究
・
研

修
を
重
ね
、
教
職
員
の
資
質
向
上
、
専
門
的
な
技
術
の
向

上
を
図
り
、
児
童
生
徒
へ
の
指
導
力
向
上
に
資
す
る
た
め

の
教
育
研
究
会
活
動
に
対
す
る
補
助
。

 

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
教
職
員
の
資
質
向
上
に
資

す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
妥
当
で
あ
る
。

 
な
お
、
研
究
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
、
冊
子
化
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

 
た
だ
、
補
助
単
価
が
一
律
と
な
っ
て
い
る
。
実
績
に
応

じ
た
も
の
と
す
る
な
ど
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

 

 
 

A 
長
期
・
固
定
化
に
は
あ
る
が
、
教
職
員

の
資
質
向
上
に
資
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
研
究
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
冊
子

化
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
に
よ
り
、
さ
ら
に
積
極

的
公
開
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
。

 

97
 
研
究
指
定
校
活
動
事

業
費
補
助
金

 
平

3 
26

 
1,

40
0 

1,
40

0 
0 
 
文
部
科
学
省
や
千
葉
県
教
育
委
員
会
よ
り
研
究
指
定
を

受
け
、
ま
た
は
、
流
山
市
教
育
委
員
会
の
指
定
に
よ
り
、

教
育
研
究
を
深
め
、
教
職
員
の
各
教
科
・
外
国
語
活
動
・

道
徳
等
に
お
け
る
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
究
指
定

校
と
し
て
行
う
研
究
費
用
等
に
対
す
る
経
費
補
助
。

 

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
教
職
員
の
資
質
向
上
に
資

す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
妥
当
で
あ
る
。

 
 
た
だ
、
補
助
単
価
の
妥
当
性
に
つ
い
て
の
検
証
が
必
要

で
あ
る
。

 
な
お
、
具
体
的
な
事
業
内
容
、
そ
の
成
果
等
の
公
開
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
の
検
討
を
要
望
す
る
。

 

 
 

A 
長
期
・
固
定
化
に
は
あ
る
が
、
教
職
員

の
資
質
向
上
に
資
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
、
長
期
事
業
の
割
に
は
活
動
の
成
果
が
見

え
な
い
。
具
体
的
な
研
究
内
容
、
成
果
等
に
つ

い
て
の
共
有
化
の
強
化
と
積
極
的
公
開
に
努
め

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
。

 

98
 
進
路
指
導
対
策
費
補

助
金

 
平

3 
26

 
1,

17
0 

1,
17

0 
0 
 
進
路
指
導
に
お
い
て
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
希
望
と

能
力
に
応
じ
、
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
が
義
務
教
育
の
使

命
で
あ
る
。
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
よ
り
正
確

な
情
報
を
収
集
し
、
適
切
な
指
導
を
進
め
る
た
め
に
必
要

な
進
路
に
係
る
経
費
に
対
す
る
補
助
。

 

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。
た
だ
、
補
助
事
業
で
あ
る
以
上
、
事
業
成
果
的

な
も
の
の
公
開
は
最
小
限
必
要
で
あ
る
。
生
徒
の
進
路
等

に
関
す
る
内
容
で
あ
り
そ
の
対
応
に
難
し
さ
が
あ
る
こ

と
は
理
解
す
る
が
、
引
き
続
き
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

 

 
 

A 
進
路
指
導
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
、
各

学
校
で
保
護
者
等
に
配
布
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
け
で
は
不
十
分
。
冊
子
化
、

H
P
化
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
等
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
公
開
に
努

め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
。

 
 
 

A 
要
望
し
て
い
る
「
活
動
成
果
の
公
開

等
」
に
つ
い
て
は
、
市
全
体
で
共
有
で
き
る
取

り
組
み
を
検
討
す
る
な
ど
一
定
の
改
善
が
見
ら

れ
る
こ
と
を
評
価
。
個
人
情
報
の
観
点
等
か
ら
、

全
面
的
な
公
開
に
は
難
し
い
面
が
あ
る
が
、
適

切
な
事
業
内
容
・
効
果
の
公
開
に
つ
い
て
引
き

続
き
の
検
討
を
期
待
。

 

10
0 
私
立
幼
稚
園
心
身
障

害
児
指
導
補
助
金

 
平

11
 

18
 

65
0 

65
0 

0 
 
私
立
幼
稚
園
に
在
園
す
る
心
身
に
障
害
の
あ
る
園
児
の

指
導
に
要
す
る
費
用
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
幼
稚
園
の
負

担
の
軽
減
を
図
り
、
も
っ
て
心
身
障
害
児
の
受
入
れ
を
促

進
し
、
幼
児
教
育
の
拡
充
に
資
す
る
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。
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10
2 
私
立
幼
稚
園

A
ED
設

置
事
業
補
助
金

 
平

20
 

9  
33

7  
33

7 
0 
 
「
流
山
市
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の

考
え
方
に
基
づ
き
、
公
立
・
私
立
の
区
分
に
と
ら
わ
れ
ず
、

私
立
幼
稚
園
に
対
し
て
も
「

A
ED
」
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
導
入
が
進
む
よ
う
に
、
設
置
に
係
る
費
用
（
再

リ
ー
ス
を
含
む
。
）
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
「
子

ど
も
を
安
心
し
て
生
み
、
み
ん
な
で
子
育
て
で
き
る
安
心

で
安
全
な
環
境
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
。

 

A 
 
事
業
自
体
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
妥
当

と
す
る
が
、
以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
再
リ
ー
ス
等
の
際

の
消
耗
品
の
更
新
等
に
つ
い
て
は
各
園
の
自
助
努
力
と

な
ら
な
い
か
等
に
つ
い
て
の
対
処
方
策
等
が
依
然
見
ら

れ
な
い
。
引
き
続
き
検
討
を
要
望
す
る
。

 

 
 

A 
本
市
園
児
の
安
全
・
安
心
上
の
施
策
等

か
ら
当
面
の
設
置
・
リ
ー
ス
料
補
助
は
妥
当
。

た
だ
、
今
後
の
再
リ
ー
ス
等
の
際
は
各
園
自
助

努
力
に
よ
る
自
前
設
置
が
望
ま
れ
る
。

 
 
 

A 
現
行
の
ま
ま
で
は
、
補
助
の
長
期
・
固

定
化
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
私
立
幼
稚
園

の
経
営
自
体
は
、
自
立
が
基
本
。
導
入
後
一
定

期
間
の
助
成
は
必
要
と
考
え
る
が
、
少
な
く
と

も
、
再
リ
ー
ス
・
消
耗
品
の
更
新
等
に
当
た
っ

て
は
各
園
の
自
助
努
力
と
な
ら
な
い
か
な
ど
、

補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
の
検
討
を

要
望
。

 
10

3 
文
化
活
動
事
業
費
補

助
金

 
昭

45
 

47
 

72
0 

72
0 

0 
 
本
市
に
お
け
る
文
化
芸
術
活
動
の
普
及
と
高
揚
を
図
る

た
め
、
「
流
山
市
文
化
協
会
」
の
行
う
各
種
文
化
活
動
事

業
に
対
す
る
補
助
。

 

B 
 
事
業
目
的
か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
長
期
・
固

定
化
、
既
得
権
化
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
で
き
る
限
り
の

催
事
収
益
増
に
努
め
、
補
助
金
の
逓
減
と
自
立
化
に
向
け

た
企
画
運
営
に
期
待
す
る
。

 

 
 

B 
若
干
の
改
善
は
見
ら
れ
る
が
、
補
助
の

長
期
・
固
定
化
、
マ
ン
ネ
リ
化
は
否
め
ず
。
財

源
強
化
策
等
自
主
・
自
立
化
に
向
け
た
見
直

し
・
検
討
を
要
望
。

 

10
7 
博
物
館
友
の
会
研
究

誌
等
刊
行
事
業
補
助

金
 

平
18

 
11

 
10

0 
10

0 
0 
 
市
立
博
物
館
事
業
活
動
の
支
援
及
び
郷
土
文
化
の
発
展

を
図
る
た
め
「
博
物
館
友
の
会
」
が
行
う
刊
行
事
業
に
係

る
経
費
補
助
。

 

B 
 
事
業
目
的
か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
少
額
補
助

で
、
か
つ
、
長
期
・
固
定
化
し
、
さ
ら
に
は
会
員
相
互
の

親
睦
活
動
的
要
素
も
見
え
、
既
得
権
化
の
感
も
あ
る
。

 
自
費
刊
行
事
業
等
の
自
助
努
力
に
よ
り
、
自
立
化
に
向

け
た
さ
ら
な
る
改
善
に
期
待
す
る
。

 

 
 

B 
事
業
内
容
・
成
果
は
会
員
相
互
の
親
睦

活
動
の
印
象
は
否
め
ず
、
ま
た
、
長
期
・
固
定

化
、
既
得
権
化
の
流
れ
に
あ
る
。
自
助
努
力

 
等
に
よ
る
自
立
化
に
向
け
た
改
善
を
要
望
。

 
な
お
、
「
流
山
市
活
動
団
体
公
益
事
業
補
助
金
」

と
の
整
合
性
に
つ
い
て
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

 

10
8 
姉
妹
都
市
少
年
ス
ポ

ー
ツ
交
流
事
業
費
補

助
金

 

昭
63

 
29

 
45

0 
45

0 
0 
 
流
山
市
と
姉
妹
都
市
の
少
年
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
剣
道
）
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
要
す
る
経

費
の
一
部
補
助
。

 

A 
 
事
業
目
的
か
ら
妥
当
と
す
る
が
、
長
期
補
助
事
業
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
依
然
と
し
て
参
加

種
目
が
少
な
い
。
交
流
種
目
等
事
業
内
容
に
つ
い
て
引
き

続
き
の
検
討
を
要
望
す
る
。

 

 
 

B 
現
在
参
加
事
業
が

3
団
体
（
競
技
）

に
限
ら
れ
て
い
る
。
不
公
平
感
と
な
ら
な
い
か
、

交
流
種
目
等
事
業
内
容
の
検
討
を
要
望

 

11
1 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
連
絡

協
議
会
活
動
事
業
費

補
助
金

 

平
6 

23
 

19
7 

19
7 

0 
 
青
少
年
健
全
育
成
の
一
翼
を
担
う
、
市
内
に
所
属
す
る

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
各
団
が
互
い
に

協
力
し
合
っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
行
う
事
業

活
動
に
対
す
る
経
費
の
一
部
補
助
。

 

A 
 
事
業
目
的
か
ら
妥
当
と
す
る
が
、
長
期
補
助
事
業
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
団
体
の
自
助
努
力
に
よ
る

自
立
化
に
向
け
た
改
善
・
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

 

 
 

B 
若
干
の
改
善
は
見
ら
れ
る
が
、
補
助
が

長
期
・
固
定
化
に
あ
る
。
団
体
の
自
助
努
力
に

よ
る
自
立
化
に
向
け
改
善
・
検
討
の
必
要
が
あ

る
。

 
11

3 
青
少
年
指
導
セ
ン
タ

ー
補
導
員
連
絡
協
議

会
活
動
事
業
費
補
助

金
 

昭
55

 
37

 
46

5 
46

5 
0 
 
各
中
学
校
区
単
位
の
支
部
を
組
織
し
、
青
少
年
の
非
行

防
止
活
動
や
青
少
年
社
会
環
境
浄
化
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
各
地
域
に
お
い
て
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を

進
め
、
さ
ら
に
は
一
般
市
民
と
の
一
体
化
し
た
活
動
を
展

開
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
「
連
絡
協
議
会
」
の

事
業
活
動
に
対
す
る
経
費
補
助
。

 

A 
 
妥
当
で
あ
る
が
、
長
期
補
助
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。
 

 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 

11
4 
学
校
警
察
連
絡
協
議

会
活
動
事
業
費
補
助

金
 

昭
55

 
37

 
12

0 
12

0 
0 
 
市
内
各
学
校
並
び
に
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
生
徒
指
導
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
研
修
を
深
め
、

各
学
校
に
お
け
る
非
行
の
早
期
発
見
と
早
期
指
導
（
防
止
）

し
、
児
童
・
生
徒
の
健
全
な
る
保
護
育
成
を
図
る
事
業
活

A 
妥
当
で
あ
る
が
、
長
期
補
助
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。
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動
に
対
す
る
経
費
補
助
。

 

11
5 
流
山
市
指
定
文
化
財

保
存
等
事
業
補
助
金

 
平

4 
25

 
43

8 
43

8 
0 
 
市
内
に
存
す
る
文
化
財
の
う
ち
、
「
市
文
化
財
保
護
条

例
」
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
も
の
又
は
認
定
さ
れ
た
保
持

者
・
団
体
に
つ
い
て
、
適
正
な
保
存
管
理
、
保
護
、
継
承

を
図
る
た
め
に
要
す
る
経
費
補
助
。

 

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
  

11
6 
小
中
学
校
体
育
連
盟

補
助
金

 
平

3 
26

 
1,

65
6 

1,
65

6 
0 
 
市
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
体
力
向
上
及
び
競
技

力
の
向
上
を
図
り
、
ま
た
、
競
技
大
会
や
技
術
講
習
会
を

通
し
て
、
児
童
生
徒
の
交
流
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ

ッ
プ
を
育
み
、
心
身
共
に
健
康
な
児
童
・
生
徒
の
育
成
を

目
指
す
「
体
育
連
盟
」
の
事
業
活
動
に
対
す
る
経
費
補
助
。
 

A 
 
事
業
目
的
か
ら
妥
当
と
す
る
が
、
長
期
補
助
事
業
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
運
営
費
の
ほ
ぼ
全

額
を
補
助
金
に
依
存
し
て
い
る
点
は
依
然
と
し
て
公
平

性
の
面
で
疑
問
が
あ
る
と
と
も
に
、
積
算
根
拠
が
不
明
瞭

で
あ
る
。
検
討
を
要
望
す
る

 

 
 

B 
補
助
が
長
期
・
固
定
化
。
ま
た
、
本
補

助
金
の
み
で
事
業
経
費
の
ほ
ゞ
全
額
を
賄
う
運

営
方
法
は
、
県
及
び
他
市
と
の
連
携
の
下
で
検

討
・
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
。

 

11
7 
少
年
野
球
事
業
補
助

金
 

昭
53

 
39

 
50

0 
50

0 
0 
 
少
年
野
球
の
健
全
な
る
発
展
と
技
術
の
向
上
を
図
る
た

め
、
市
内
の
少
年
野
球

16
チ
ー
ム
を
統
括
し
、
東
葛
地
区

連
盟
や
千
葉
県
少
年
野
球
連
盟
傘
下
と
し
て
大
会
の
開
催

や
技
術
の
向
上
及
び
発
展
の
た
め
の
指
導
研
究
、
指
導
育

成
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対
す
る
経
費
補
助
。

 

B 
 
長
期
・
固
定
化
し
た
事
業
と
い
え
る
が
、
目
的
自
体
は

理
解
で
き
る
こ
と
か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
。
た
だ
、

種
目
が
多
様
化
し
て
い
る
現
状
で
、
限
ら
れ
た
種
目
だ
け

と
い
う
の
は
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
疑
問
。
他
の
種
目
と

の
整
合
性
と
自
立
化
に
向
け
た
検
討
を
求
め
る
。

 

 
 

B 
少
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
が
、
任
意
団
体
活
動
で
あ
り
、

本
来
自
主
運
営
が
基
本
。
自
立
化
に
向
け
た
改

善
努
力
が
必
要
。
ま
た
、
他
種
目
団
体
等
と
の

不
公
平
感
等
に
つ
い
て
の
検
討
も
必
要
。

 
11

8 
市
民
体
育
大
会
等
事

業
補
助
金

 
昭

35
 

57
 

4,
00

0 
4,

00
0 

0 
 
市
民
体
育
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
の
開
催
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
養
成

と
そ
の
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
流
山
市
体
育
協

会
」
の
事
業
活
動
に
対
す
る
経
費
補
助
。

 

B 
 
事
業
目
的
か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
が
、
本
市
補
助

金
等
の
中
で
最
長
期
間
の
補
助
金
で
あ
り
、
固
定
化
は
否

め
な
い
。
自
立
化
に
向
け
、
自
主
財
源
の
強
化
策
を
含
め

た
斬
新
な
企
画
・
運
営
を
期
待
す
る
。

 

 
 

B 
本
市
補
助
金
等
の
中
で
最
長
期
間
の

補
助
金
。
若
干
の
改
善
は
見
ら
れ
る
が
、
依
然

と
し
て
固
定
化
、
マ
ン
ネ
リ
化
は
否
め
ず
。
事

業
運
営
の
在
り
方
を
含
め
、
自
主
財
源
の
強
化

策
等
に
つ
い
て
の
見
直
し
、
検
討
が
必
要
。

 
11

9 
県
民
体
育
大
会
出
場

選
手
派
遣
事
業
補
助

金
 

昭
57

 
35

 
1,

35
0 

1,
35

0 
0 
 
千
葉
県
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
及
び
千
葉
県
体
育
協
会

等
が
主
催
す
る
第

66
回
千
葉
県
民
体
育
大
会
に
、
流
山
市

代
表
と
し
て
参
加
す
る
選
手
を
市
体
育
協
会
で
選
抜
し
て

派
遣
す
る
。
そ
の
費
用
の
う
ち
保
険
料
と
交
通
費
及
び
宿

泊
費
の
一
部
補
助
。

 

A 
 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。

 
 
 

A 
妥
当
で
あ
る
。

 
 

12
0 
少
年
サ
ッ
カ
ー
事
業

補
助
金

 
昭

61
 

31
 

18
0 

18
0 

0 
 
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
健
全
な
る
発
展
と
技
術
の
向
上
を
図

る
た
め
、
市
内
の
少
年
サ
ッ
カ
ー

7
団
体
を
統
括
し
、
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
開
催
や
市
代
表
チ
ー
ム
の
派
遣
、
指

導
者
の
育
成
講
習
会
の
開
催
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
に
対
す
る
経
費
補
助
。

 

B 
長
期
・
固
定
化
し
た
事
業
と
い
え
る
が
、
目
的
自
体
は

理
解
で
き
る
こ
と
か
ら
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
。
た
だ
、

種
目
が
多
様
化
し
て
い
る
現
状
で
、
限
ら
れ
た
種
目
だ
け

と
い
う
の
は
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
疑
問
。
他
の
種
目
と

の
整
合
性
と
自
立
化
に
向
け
た
検
討
を
求
め
る
。

 

 
 

B 
少
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
が
、
任
意
団
体
活
動
で
あ
り
、

本
来
自
主
運
営
が
基
本
。
自
立
化
に
向
け
た
改

善
努
力
が
必
要
。
ま
た
、
他
種
目
団
体
等
と
の

不
公
平
感
等
に
つ
い
て
の
検
討
も
必
要
。

 

以
上
一
般
会
計
補
助
金
等
（

49
件
）
計

 
39

3,
55

5 
24

9,
06

6 
14

4,
48

9 
 

12
1 

        

人
間
ド
ッ
ク
等
利
用

助
成
金

 
（
特
別
会
計
）

 
      

平
7         

22
         

54
,6

00
 

        

55
,8

00
 

        

△
1,

20
0 

        

 
国
保
被
保
険
者
に
対
す
る
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、

人
間
ド
ッ
ク
を
利
用
す
る
場
合
の
検
査
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
こ
と
で
、
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
及
び
増
進
を

図
り
、
も
っ
て
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
に
寄

与
す
る
。

 
    

A 
長
期
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
目
的
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
。
な
お
、
国
保
事
業
は
今
般
の
改
革
に
よ
り
、
平

成
30
年
度
か
ら
「
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、

安
定
的
な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業
運
営
の
確
保
等

を
行
う
。
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
改
革
の
狙
い
の

一
つ
で
あ
る
市
一
般
会
計
へ
の
依
存
体
質
か
ら
の
早
期

脱
却
を
期
待
す
る
。

 
  

 
 

B 
本
制
度
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

に
多
く
頼
っ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
助
成
に
当

た
っ
て
は
、
よ
り
一
層
適
正
な
運
用
・
改
善
に

努
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
望

 
 
 

A 
検
査
項
目
を
追
加
す
る
に
当
た
り
、
検

査
項
目
を
選
択
性
と
し
、
助
成
額
を

7
割
助
成

か
ら
定
額
助
成
に
減
額
、

M
R

I検
査
を

3
年
に

一
度
と
す
る
な
ど
一
定
の
経
費
抑
制
策
が
図
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
利
用
者
の
増
に
比
例
し
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て
自
然
増
的
に
助
成
金
が
増
加
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
対
応
策
等
の
不
断
の
検
討
が
必
要
。
国

保
運
営
協
議
会
等
を
通
じ
、
引
き
続
き
の
検
討

を
要
望
。

 
 
 

A 
本
審
議
会
と
し
て
は
、
現
行
の
ま
ま
で

は
、
利
用
者
の
増
加
に
比
例
し
て
助
成
金
が
増

加
す
る
こ
と
に
な
り
、
も
し
も
国
保
会
計
の
改

善
が
な
け
れ
ば
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
限
り
な
く
続
く

こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
引
き
続
き
国

保
運
営
協
議
会
等
を
通
じ
、
対
応
策
等
の
検
討

を
要
望
。

 

書
面
審
査
補
助
金
等
（

50
件
）
合
計

 
44

8,
15

5 
30

4,
86

6 
14

3,
28

9 
<Ａ
評
価
> 
4
0
件
、
<Ｂ
評
価
> 
9
件
、
<
Ｃ
評
価
>
 
0
件
、
<
Ｄ
評
価
>
 
0
件
 
〈
評
価
対
象
か
ら
除
外
〉
 
1
件
 

 


